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阪神大室災支援活勁の記録集の発刊にあたって

宇治市社会福祉協議会

会長 笠舶教培

あの阪神大淫災から早半年が過ぎました。被災地の復興はまだまだ甜に就

いたばかりで長く険しい復典の近が始まっています。現地に行き、目の当た

りにした被害状況は忘れられるものではありません。多くの人々が力を寄せ

あうことによって復臆が一日も早くもたらされる手を祈ります。

哀災直後から、宇治市のポランティアの方々の力を集めて阪神大衷災への

支援活勁が開始されました。 fli社協においても役哄員はもちろん各栄区福祉

委員会やポランティアの一早い救援支援活助への取紺は予想以上の大きな盛

り上がりを見せました。本会が取り扱った袈援金には油かい心が寄せられか

ってない人きな金額となった手や、平治ボランティア活勁センターの中に阪

神大祗災支援センターが開設され、支援活動をポランティアの大きなつなが

りの給を形成 9、ながら支援活勁が進められたことや、多くの学区福祉委貝会

が被災地へ炊き出 L活勁に出向き現地枝災者との混かい交流のひとときを持

っという数多くの教訓的な経験が、支援活動を通して宇治市に大きな財産と

して祐ち帰ってきていただけたことなど今後本市社協活動の推逆にとって黄

煎な体験を租み菫ねる車ができました。

この活動記録集は衷災後の短期間で多くの市民の「なんとかしたい、なん

とか力になりたい」という思いが具体的な活勁や形となって結実した何物に

も代えがたい自霊な記録となっています。

市社協は今地岐に学区福祉委員会を形成し、 「小地域福祉ネットワーク活

勁」を進めています。震災の被害は多くの病齢者や陪害者、子供逹に対しよ

り過酷なものとして市草した志は多くのデーターから明らかとなっています。

この「小地域福祉ネットワーク活勅」は高齢者や降害を持っておられる方々

や子供逹を地域のネットワークにより支えていこうとする取孫9です。また、

復興に対しても地域段階での市民の日討的な繋がりに基づく相互の協力支授

体制が何よりも有効であると屈います。

今後も地域での活動の深まりを進めていきたいと考えています。
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安全で快適なまちづくりをめざして

宇治市長 池本正夫

本年 1月17日に発生した阪神淡格大震災Iill'●1で快遍な大都市の生活

から一転して、 5千数百人1このぼる貴い人命をはじめ多くの財産が失われ．

数十万人もの人が避難所で飢えと寒さをしのぐという未曾有の大惨事となリ

ました。被災された方々に心からお冑やみとお見舞いを●し上げます。

同時に、この間、市民や各種団体から 8千万円を超える義援金をお寄せい

ただき、また、多くの方々が宇治市社会福祉協議会・阪神大震災支援センタ

ーを通じまして、ポランティア活動を晟開していだいておりますことに対し

まして、この湯をお惜りして厚（お礼申し上げます。

今回の大霞災では、ボランティアの存在が大きくクローズアップされ『ポ

ランティア元年』とよばれるほどの蔓り上がりを見せ、住民同志の助け合い

や自治体職員の献身的活動、企業活勁の枠をこえた救済活動など新しい動き

が生まれました。

これらのポ，，ンティア活動が人々の日常生活に桟づいたものとするため、

活動に関する情報提供・相駿、研修、活動プログラムの開拓、関係機関のネ

ットワークづくりなど、活動推進・支援の拠点であるポランティアセンター

の整傭や機能強化のために，宇治市といたしましてもより積極的に応援して

まいりたいと考えております。

また、今回の震災により明らかになりました初動体制や救助・避麺の体割、

通信、輸送・道路など、様々な問題点を貴重な教罰として今後に生かして行

かなければと肝に命じているところでもこざいます。このため、地域防災計

画の見直しと防災対策の指針となる緊急対策マニュアルの作成をめざして、

宇治市防災会議に地震対策委員会を段け、検討を開始したところであります。

私は、安全で快適なまちづくりを最重要隷題と位置付けまして、災害に懺

え、地域防災体制の確立に努めるとcもに、万一災害が発生した場合には．

防災関係機関を中心に被害を最9)ヽ 限にくい止め．迅速な復l日体制を整えてま

いりたいと考えておりますので、皆横方におかれましても．今後も一層のご

支援・ご協力を贖りますようお願い●し上げます。
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宇沿府社会福社協議会1こおける

仮神姿甜大晨哭の段擾支匿活息If)経過1こついて

1/17 早朝午前 5時54分兵庫県南部地域で震度 7

1/19 ・兵庫稟南部地震たすけあい募金開始

国手会で坂神大襄災支援センターを活勁センター内に設匡するこ

とを決定。

l/21 ・理車、ポランティア、識貝を巾心に西宮市社会福祉協議会の救援

-25 活勁に参加開始m

1/26 •高齢者 19 ランティア教室特別溝函会会場で、永六輔氏が慕金活勁

に協力のよびかけ、会場内で 31 6, 8 1 3円の募金

1/31 ・評議員会で支援活勁の拡大を決定0

2/ 2 ・阪神大震災支援センター開投の準価開始。 2月10日にポランテ

ィア説明会開催決定。直通言話ft0774-22-l446を設習。

2/ 5 神戸巾巾民交流センター物姿の仕分け項査訪問。

2/ 6 ・阪神大冥災支援センター開設にあたり、現地訪問、調査。被災地

の方に同行協力をしていただく。

2/8 •京都府社会福祉協議会現地本部芦屋市に開設。

2/2-15・ 芦歴市・宝塚市社協支援に職員派造。

2/10 ・阪神大宮災に関するポラン子ィア説明会開催。午前の部 75名、

夜間の部 55名の参加。阪神大震災支援センター活勁開始。

大展災に関する柄報板の設晋開始。宇治市、市外よりボランティ

ア活勁希望者、要諮団体相談受付開始。

2/16 •芦屋南高校物資の仕分けポランティア派遠問始。調斉訪問。

2/18 炊き出し固休コーディネー、新勁開始（芦屋市社協と連拇）

2/28 京都新聞福祉の窓にポランティア募集掲載口市内問わず、市外の

方から希望者が相次ぐ。

2/23 芦認市内の避難所での炊き出し活勁開始
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3/1 芦屋市「なかよしクラプハウス」共同作業所訪問。

3/7 板神大震災支授センター怜報紙“つなく••発行

3/13 芦屋市「なかよしクラプ，、ウス」共同作業所訪問。

3/16 ・阪神大震災ハープチャリティーコンサー l、(919池田千鶴子氏）

・活勁体験報告会

3/17 阪神大展災ハープ支援コンサート（芦湿市・精道小学校）

3/18 阪神大窟災ハープ支援コンサート（芦屋市・西山幼稚闊）

「震災復興支援・京都NPO連絡会」へ参加

3/26・27 「なかよしクラプハウス」一泊 •J フレッシュ旅行・交流全

4/30 神戸市内要酌団体現地囮奇訪rol。

5/3 「なかよしクラブハウス」との交流が京都新聞一面に掲載。

5/4 がんばろう神戸子供支援フェスティバル参加

5/14 神戸わんばく祭り お茶席企画参加

5/15 阪神大震災支援センター受付終了

5/16 阪神・淡路大震災ポランティア活勁体験報告集弄集

.1/27 「なかよしクラブハウス」復興支援マリンパコンサート

7/21 平成 7年度宇治市社会福祉大会にて

「阪神淡路大震災救援活曲を通して学んだものJ活動記録集配布

ありがとうございました

9「兵庫県甫鵠地震災害NH Ktst1jあい」費援金 7月69現在

3 0)件 2 0, 0 8 1, 1 8 5 Fl 
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翠為ポうンティ7舌訃センター・阪悼大屡災支榎セッター

開設期間 2月 10日～ 5月 15日 (90日闊）

宇治ポランティア活勤センター内に設置し仮設電話で活動開始。

4名の事諮局ポランティアと識艮で対応。

90日間のうち対応B数は 50日閏。ポランティア要請件数 53件。

ポランティア登諏者 211名（内、君話での登録者 57名）

活動者敦のべ 96 0名。応対件数は約 16 0 0件。その他相緊 37件。

追菫力戸零

: , g ュ』 9R,• 姜曰た濤·
マふデ• 9ヽ戎やそ 9セ0ゞ ； ， ： ●活動者徴•

• ¢ 
・事務局ポランティアコーディネ＿ター 124名（調査を含む） ＇ 

! ・被災地での活動 5 3 6名

・支援センター企画運鴬

・支援センター企画参加

［ ●ポランティア登録者•

"名

2 0 6名

70と9

合計 96 5名

． 
男性 5 3名

！ （女性 1 5 8名

（内、電話での登録者 16名）

(,  41名） 合計 21 1名， 
i ●対応日数•

2月・--13日間 3月・・・ 28日間 ， 4 月••• 7日間 ， 5月・ー・ 2日間

合計 5 0日閏 9 
こ呈

●支援センタ＿企西事業•

1) ボランティア説明会

2) チャリティー・ハープ演奏会

3）ハープによる支援演奏会

4) お茶席

5)活動阪告会

119Y1291 

I●9Y1 091 

ほ9Y391 

1丑9Y3451

1999『 391
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1 3 0 名 (2/10 帷 •99)

60名(3/169999999切 9-）

50名(3/17闘か99,3/189Ih991) 

70名(3/189雌99,5/149戸砂91) 

1 6名(3/189[99) ↑ 9•0人”
布社・4いも,,
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夏． 鍍災地での活動内容●

物資の仕分け・・・（神戸市、芦屋市） 1 4 6 名．逼転・・・ 1 名．引っ越し•••2 名

炊き出し… 29 6名．物品提供… 10名

避●所での活動（入浴、話し相手、玩具くばり、遊び相手）．．． 48名

祭りの手伝い•••3 3名
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6) ・なかよしクラプハウス・憎旅行 (J"ml 20名(3/26-27H績）

7)炊き出し活動 11日間（主に芦屋市春日集会場で夕食分）

8)支援センターニュース rつなぐ」を発行

9) r活動記録及び活動体験報告書Jの作成

10) rなかよしクラプハウスJ自主製品の販売

11) r震災復翼支援・京都NPO連絡会Jへ参加
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ピ・疵豆名大匹坦吹き出し文ニニニ9
0炊き位し日体9ーディネート舌り9
10団体／ 11●●/10日閲／協カポランティア 29 0名／大なべの貸し出し

月 a 炊き出し実鮪団体名 実 施場所

2/23 亭治市社会複祉協議会 春日公園 社協風いか汁，イカの下足煮

大豆の煮豆、ホウレン草のおひたし

2/25 西小倉地区社会罹祉協議会 春日公園 しめじ炊き込み御飯，ぶた汁、紅茶

みたらし団子、綿菓子、コーヒーー

3/ 3 三雲戸学区福祉委員会 春日公園 柏汁、齊菜のおひたし、甘酒、抹茶、

茶だんご，ひなあられ

3/12 伊勢田学区櫂祉委員会 打出浜小学校 筑前煮｀野菜サラダ、御飯、味噌汁

ゴマあえ、お茶

3/13 横島学区慣祉委員会 春日公園 焼きそば、コンソメスーブ

3/ 1 5 大久保学区11祉委員会 春日公園 八宝稟、千切り大根いため

3/18 宇渚市社会福祉泣罐会 西山幼稚園 紅茶、クッキー、コーヒー

国際ソロプチミスト宇治 お茶席

3/23 宇治市社会福祉協饂会 宮/II小学校 肉じゃが｀煮びたし、煮豆

3/2 5 笠取挙区福祉委員会 打出浜小学校 けんちん汁、おはぎ

3/26 西小倉地区社会福祉協巖会 芦鼠市体育館』 山菜炊き込み御飯、クリームシチュー

ミニオムレッ、みたらし団子、綿菓子

コーヒー、紅茶

3/26 北撮島学区福祉委員会 打出浜小学校 焼きそば、ニラ玉スーブ

ぐ
--9-



炊き且し活位に多(c寄息杭もりましI:

宇治市社．．．．．．

西小倉地区社会福祉●●●

三置戸学区●祉委員金

伊勢田学区福祉委員会

隕島学区福祉委員会

大久保学区福祉委員会

笠改学区福祉委員会

ありがとうございましt

（●I京印青果友の会、宇治191絣

（社1京都府茶●会●所

（株）百山●麺、●安商店、東郷さい

山日仁●濯店、西小倉地区社●襦祉委員

百小倉地区連合喜老●

（校）辻●●、 （株）京印膏●友の会

中村鮮魚店、石津●店、岩渕さん、冤道喜老•

村上さん、還崎さん、 91招園、月挫冠、谷岡さん

●口さん、小林さん、阪倉さん、安岡さん

魚常商店、角与商店，北JIl米墨｀西村誓茶屋本店

双見自動車｀能幣園、北川半兵衛瞑店

パパヤソース（株）

（株）京印青果友の会

/ （寄）京環運輸

●憮カポランティア 2 9 6 名• ， 
・字治市社会福祉協議会 98名 ・大久保学区福祉委員会 1 9名

•西小倉地区社会福祉協議会 62名 ・笠取学区福祉委員会 18名

•三室戸学区福祉委貝会 27名 •北横島学区福祉委貝会 25名

，伊勢田学区福祉委員会 24名 •横島学区福祉委貝会 9 3名

-10-



忍叩如心・と人な,コ}-し？た＾戸

t 言1]〗ご雪旦いわ
Thu.
2

9

 

• Wed18 
e
 

u

7

 

T
 

6
1
3
2
0
 

n
 。

M
 

S
u
n
5
1
2
1
9
2
6
 

涸
Fri Sal 

9
な

‘
;
ト
，

叶

呵
．
f

，
参`

-
；
弓

S
a
l
4
1
1
1
8̂
25

二

0
;

ま
芸
喜
28

菫
rti

亭一戸
ト

0

i

も
?
•
お
,
9
・

鵞

量
／
ー
ニ
羹
三
臣

ふ
t

Ml 

r

ナ

ー

‘

＂

ゞ

ー

｝
 

ヽ

ノ

ーて
立で^．'たi
只「J”位

や
気
．
ハ

E
ぶ
1
m
ぷいふ

知

ぃ

g
訂
i

ぶ
10

的
ふ

た
、
芦
和゚

云＇

゜

か tl”7i”
"k94下，た債巧詈e

のか北t豆リJ:.か）か込・

a,事やt.,荘 IIで9ヽ・-対...,,.t.f,r.

和てれ＊楽tぶt:'t•1叫

sat6 

t
 

F
r
i
5

ゎ

．

f

年

Thu
④
1
1
1
8
2
5

か・て
タ
、
琴

-
W
e
d
3
1
0
1
7
2
4
3
1

心；
澤
5
ぃ

し
ギ

T
u
e
2
9
1
6
2
3
3
0
 

n

句
雌

"r

“゚ぉ↓叫

0
1
8
1
5
2
2
2
9
 

M
 

H

ぃ

り

閤

s
u
n
7
⑭
が

t

,必

』

ヨ

叩

蜘

-11-



括 勤日栂

忘邦鯰旋 緬

r そ==＝

員

｀ 
よ村• 名紀

＂ 
負

”れい杖 ••• 9: .. 
●●● '•f, 

●●● ?“2 月 lg . “~)．,..J,羹一 4鴫 ●ヽ脅

””紅伍杓f..,,ft.釘＂又
I重”．-，れ＊40ヽ1に ） 
＼ 1 ，いパ.,9>‘"し

． ． °“も●●1"”r 引●
”“:．“.:<l'f..い,.

9•9ヽ•••Kイ『'1イ....

皐，.A嶋テ<9長~t(n.9“； .. ヽ~；‘“．．會“t“i今•~"1.”.6.が.＂"..＊心’‘”•’い”•・.た" ~、 鸞..奮霧L(”心•‘楳̀，，くーダだ衣●い、
llが嗚皐一

ff.fl. 

捻

一二三--....... 
IVO,l 

ボ和予7乖迅"'紅洩ぷ
新6 •••. R迫CIztマl1った
ごとず｀み'13 l k. 

．
 

心ャ ＄玲知．B私 Kば函？t

~1 名資洛鈷かk1、 ,3人
1/... l/... I＝電紐tlで 1う l（べ．

↑ib’汀か祁窟ャー袖r.
~.. ~fヽ短しTcuノ L19ーし,.,-....
よりうlた．

ttt首I2 IカーrIt1 
置• ，， ・.l. 9.I.ヽ・

糞 ヽ 汁ナ上4t5 

〇

寸

序

、

上

ぅ

T
J
?
T
 

ぃ
—
で
り
り

．
 

ォ』

.
7
.
R
て
み

4
ボ

い

が

”疇ん8

だ
芯
一

に

い

と

希
＂
が
・

蔦
ナ
葺
平

ぃ
院
か

打
赳

●●● ,4 7● Z ,Zヽ●(~)
10 II clO脅-I~ II 00脅

●●冑• a秘宣凧が加：”‘らけかふ~ t_r~ •四1字｝Jf̂冨澤 tnd9m:..̂，，が沿^

II● 

墨""• 宮ぅ9▲L I 
攣●●書霧しく●‘”~“”い

"*C"'す
`^,‘”'い’̀
． 買 99‘’•9919 噌~ ·し マ ・

.9 

腕 Iさ． ボ` ぅ平？^ 人に < 
謁叫I舘”．駐,,,._和払，T=＇），

＂＂し力•·.~.集釘牙闇に“P駁^ 'ff!.邑挽乎9捻Lr...')．
禾‘和和石ん忌句l"をiIt・

もふ卸 l"L"む r-:::.
でも ． t.,かり逢締~で 1ヤ/C1

I• l-t.::.a 孫99 也来鼻ヵ•-EI

? l k． こな山．さ・ヽ が＼... 

舷{‘
-12-



←--―--
tit因IE 9カー Fltl 

星•郎戴•9 t1 a 

I.It ≪ 屯.1-“パt

＂ 
亀

"“”"̂ 
品員 , t’‘ 

••• ，．： ＂嶋... ＂＂厚』月＂ a(鼻）＋

,... ＂ j¥t - Iヽ 鱒麟ヽ

..，，. 
"^` 1いい』,.~.,....,.,,. u. ~い 1 i9•9 『6t.ぷ＼

+ ‘̀’̀ト9.,““‘, ．
村）ヽ nr．軸峰I:人̂' ） 

． ． fl"I ••n rlt" 91● 

"＂ ’"’'“‘̂ t．贔‘9"
U t" ＂＂ ‘'“a.“" 
：`＇： ＂e鼻1..“̀”"̀ "̀

交量●饂曇＂しく ●いてくに書い

'̀k991t2.'’’• tm,"＂ 
“^ "＂糾．¢““•C6

い1:9がと 2ヽ9,.しt."""... flti Ufl• 

•• 
. " "'●員宣●電ン・—

痣勤日誌

攣邸痢枷事布局恥，・
逗松1して 1がfl r:. 

→;---二
No.ユ

-ヤ食迷柊t恥 I↑LT消知

巧咋I!l' 
記 阜和枷バ環Lt19た1f和

袴現地で＾ポ和令？＾内箔か'

ふ711た．．.'t.いう北m秘il「':.

チ
．．．和'I’IO

”約高校 •嶋• 909,．ヴ

鱈●● Ill.？皐．3月／鱈（＊）

”'゚脅～ Iヽ ・ 唸 ” '

.;;;;;呟"””‘d冴．q，ゥ紺•もがンがや＊
”疇如集ぷ9．な鼻叶`”コ””置．
“呻うか淳濱＊函心＊噌9吼
0校＊"""°'心伶邦帷布事叶釦m釦布北

”沢．ゃwり呵Zれら．

”'か1.̀”.
●●曇IIし( •いてくだ書い

員ヽ

＂糞

●鱒 大• JI寛●會ン 9 -

己tらがとシニヤ心山．

正は＇：［雰 fJ../心
t`ヽ 街苦祢様匹t! 

紅応1.

ポラン千｛和人が裸峯I4籾地での

灼弔？を終え“・ぃr：：との秘苔を
恥 ヤ I這応r<.

一昨ー

禾 虎 叫 瑾 呻t

恥 tヽ,.もs,T=') 手紙t頂‘’

悶すし？． Gtら） I:.して

＂局： ェ漏拉 3 
巾屈印・立1、 I 呵＼•
巾約弘表・而固’力0、ょ

-13-



囮専俎鸞哭租攘泰I5、
lヽ—?”’そ

11ク元知囃紐チ鉛今いによる 和リチィー虹釦

神げ1恥田区・和狂（づお1↑が滋須桑会引麟し手した。

前也裂塔唱如？ー子ャリチ1魂廃叙

•
、

9

.

 

祗
-
勺

リ
も

．
．
 

—
Tlf 

g
ビ
ビ
ぅ
ー

I
I
L
.
l
i

縞

＿

ず

に

で

ら
が

9
ふ
．
—

キ

．

企

所

ハ

・

ら

当

D

o

?

ビ

・

ヴ

オ

凜

"7

か

'

-

．

し

て

展

し

1

に

た

作

・

っ

中

t

,
に
ょ
―
勁

。

に

位

と

R

ク

の

あ

＿

一

舌

T

元
．も

三

言

i

[

名

手

ガ

r
．

た

’

大

寸

ィ

ー

に

f
し

，

・
/
イ

“
 

4

.

「

ウ

萩

し

1
1
1
/
1
t
t

ー
／

布
で
5

少
P

レ

イ

-

e
中

げ

允

騒

七

ん

も

ビ

千

卑

手

如

当

"
r
．
仰
手

7

一
ィ
イ
ー
し

f
i
/

5

袷

．

様

に

た

と

り

一

3
條

3
-イ

は

出

に

<

a

会

令

奏

あ

リ

久

収

複

駐

0

行

嗚

か

1
粂
・
、
擾
，
．
忍

t

＾
紬
．

ぴ
そ
．
直
竺
（
改
い
g
1
べ
紐
円
[
¢

？

会

1

化

閉

の

介

手

片

1
1
^
？

瘍

で

投

令

年

表

に

し

朝

<

f

u

ヴ

ト

ー

名

＾

禄

r
.
4

に
禍
｀
力
で
る
•
ブ

—
—
.
-
'
/
七

-
聾

芍

瘍

各

篠

尺
ヤ
~
い
嗅

5
い
匂
ぷ
L和
畔
咋
ぷ

-14-



心 菊認で9さ`｀` ＇月1紐 9島祉全註

#`ラシ千(7名駐面迫じて 序ん¢：：：'r..恩Cそごと、自
,..? 

り`瓦"'で•そる甚 1“日 ria か．忍 ri兎いドと~~'flf<.

く
む
文
々
の
生
室
n
か
G
私
の
方

が
人
生
孟
竪
キ
か
苑
ぃ
て
い
歪

f

人
生
の
小
道
具
」

で
す
」
と
冨
い
ま
す
．

呑

．亨
治
市
社
薩
甚
塁
食
涵
葎
已
食
磁
へ
胃
扁
ぷ
ラ
ン
テ
ィ
ア
．

iセ
ン
タ
ー
が
阿
い
た
チ
ャ
リ
テ
匿
翌
じ
て
い
全
星
茫
2
紺
田
さ
立

ィー
n
ン
サ
ー
ト
「
＾
ー
ブ
の
タ
ペ
J

に
E

躙
午
ヽ
体
雙
室
曇
り
食
い
戸
と
f
「人

S
C芍
が
ん
や
鴫
門
と
言
K
論
著
や
國
に
つ
か
な
い
仕
蔓
S
8ゃ
っ
て
い
る
ポ

疇
●
響
、
恵
§
ぃ
乞
だ

n，
ラ
ン
テ
ィ

Z
し慮

aと
と
「

i

＇
て
い
望
ュ

ー
ジ
ッ
名
う
ビ
ス
賣
や
貪
賣
を
更
い
霙
た
セ
も
后
”
し
て
い

ト
、
池
翠
琶
H
fあ
讀
賽
伝
愕
た
U

た」
．

亨
6
汽

希

畏

今

房

臼

『

誨

2
c
r
日

「
染
の
演
塁
遍
い
て
『
差
た
伝
も
后
に
は
多
S
3攣
祭
”
っ
て
し
零
つ
」

翌
に
毎
ら
れ
る
せ
』
伝
っ
芝
れ
云
輝
書
彎
お
竺
胃
危
に
甚
だ
毘

届
を
な
っ
だ
令

2
忍
な
い
暑
召
K
ツ
〒
が
得
な
い
」
「
箪
A
．
の
編
立

で
も
讀
い
っ
ば
い
生
三
か
る
人
々
・
賃
し
の
閃
ヮ
に
公
な
い
匹
勲
ト
そ
い
く
ぺ
さ

そ
噂
書
茎
分
g
そ

棗

ぃ

9

,

歪

与

．苫

iて

い

る

ぢ

喜

§

貝

雷

克

奈

9

y
．今
の
喜
｀

8
茎
P貞
塁
房
る
ン
テ
ィ
ア
9
ぐノパ
ー
筐

曇

m
o
g

と
畠
璽
冨
災
置
盃
讀
賣
会
素
き
ま

2す
J

.

彗
亨
aは
塁
易
を
口
占
し
芍
「
人

iて
薗
さ

言い

E
「
私
の
『
人
笑
尿
墨
U

ん
五
多
テ
ィ
ア
2
2は
＇

で
苔
尺
ー
ブ
乏
愕
そ
、
室
委
柔
な
人
ち
か
臣
そ
の
こ
況
亭

“4と
で
し
ょ

々
去
各
る
い
●

i叢
い
て
ぅ
．
（
名
・
年
召
蚤
晨

rg
麿

毎8批団
をょうと脈

lqq5年
9月切8(.ft) 

rな和ふから

ヽ手秘J

よ9

六
土
.
4
3

ふ
、

支
褥
セ
-
-
9
1
s
送
ぶ
た
勺

米
牙
久
｝

角
ず

tf'ー
ァ
ふ
中
ポ
す

さ？
t＇て北
K
全
．9
ぬ

K
．

す

み

尺

u．笈
n
や，衣
U

＼
小
上
び
り

t'"合
琺
"
?
y
c
h

行
叶
・
王
；
系
t
F
名
し
ヤ
．
叶

4

シ曇
9
-（
～
卜

9

3
キ
哀
さ
9‘
で
と
し

9
わ

迫
最
所
K

．杖秤．ぶ
4

唸
9
‘
<

ー、
9‘
；
と
人
；
（
み
じ

1
{

人
[
t
?
t逗
ぶ
し

3
3`
↑

r序
＜

A:1

•H1t1' 

-15-



2
 

院歴や 瀦並J¥滋麦：：：てま撥蓑羨会

Iqq9知~ l'70（会）雅氾I滸放に 1..如臼紐が行わい弓 l
fら釦e．拓碕終移祉鐸炉:・,,;.求｀ラシ名7/JIJ.....にち 1J：：・

¥te ^ "t・＾名為頻養知吟．麻彰もn/ ..... tち(:／裟べても 5お

咋． l O'1，＇Iキー作,,1: ~t; 也して 1（す l t. 

：：^ 8集ラ？たず、` ラ戸石？ a中I項：．根飛屯し“＾ポラジ后7（オ

棒＼し1！れ心＇．冦坪命で領 t‘ お手組It・そるヤiらー・・・と ．主協

の人ャろうあ老fiじ'. 113 II 3f、•K砂 ,fl:::. 自分の和合 (/1~" 9奇

御自由':知oてがてい子 If-. 

,-l6-, 



3 
草釦弟諏叫幼灘日にて知堀煮麦会

呼斗註 I~年）紅噂釦1.. ず嗜蝸是釦行出“
＼に。撮象釦晒l<．囮底：： 1 灼濱1lこよる手作り 7

”キー吐紅応命釦．匈翔‘ノ07'-r~刈今溶＾；；； お^根肴）1：：よ
る幻9：名わ小 そし（-::．

◄ /1一7゚ 邊贔肴

戎0 予愧}-u,
し

71しャ粒涌

母田発一てU

国曝ツ0古紅卜拓屈

平井晶}~J...., 

曽伶和五：ん

危喜代子がし

.t木11がらがノ
.tれが、C 作包がI..,

西ム、正代づし

北村償考ふ-:,;l..J 

o, 

-一費爵一
.• 
苓セ・しづ

牙oo/...1分

． 知叩孫が、ク． 

． 

本＇昧垢 t

向輝綺沿譴如
．．よJ， 

． 

●
』

ゴ(.9咋手でした！ミ込加I力I”とうi’t.."弓U<:
-17-



な位しクうかウスo
マ ・

っエ工←一へへ—--ぽ四
シの新聞訳斗t虹 ')1=~·o‘よし'}?1(\'7双• •畠食鱈· ”わたのが＇ポ虹胆｀＇した• O・

煮裔卸9'へ2月2Z9

1 -- 17紐 ＿ 、_ _ ,...重9....m9

了さ略 -鵡
11;＇で着

字
・`一 ” 開：II『ドilliみ ”

II眉I［青！けん1nIll!。い 、雰にヽ 1＂精l..:な ＊ 
ニユ叫届t ---も
叫閂訓i!！をgi-’lt 

靡lii間1ii見1i叫叫ぺほ,.
刈 ”ぺ＇し9.u芦

ヽ

霞

岬畠呻訓 ‘ たも 買

す ；叫 !m謁炉

籠翡伽i!！る雲li室i闘ii!!liii!！ ！藝塁::;ii芝

--, ！雌薗伽由＆叫叫
叫抑＇月

訓翡hiiiik
虞 屈閂呵咽伽i[hilり

-18-
二



．
 
社

交流を

月程・・・
スケ三.,ュ-Jし

ミ案がた

13'5"年3月

．．．坐 12°00

16こ30

ー幸球笠這苔

～ 

♦
99
•
あ
の
日
嶽
”
大

災
で
む
い
位
を
が
＂
苔

み

馴
彎
よ
う
や
く
“
U
に

”
げ
た
門
ん
が
出
賣
っ
た

E
l
f
f
"
”
”

芦
"
"

軍
「
な
か
よ
し
ク
ラ
プ

ハ
ウ
ス
j

の
関
せ
た
ち

一ぷ
・人
が

2

お
ふ
公＂と

i-

川崎~矢出所長）

足
m 
芥店，ヶとから和逍4'“‘
土＃噸：：：て／く＇ぷわー 1%-
衣ヤ；句鳶f女祝 •国．．9................，...."．""”......................."＂ 

素睛らし品ぷぶ；；とぅi/／・：符，岱：＼
ら、 ま生、お
軍 ーしをと
月 棗生 l噌 t.:: し気

糾‘円ボ;i、t
叩 .;i羽 元た

ャイへっ 本
I4 した '’•l,t ャ ？ 1’ 
キ匂 fヽしif方 ＼し ぶ9
,．t・'1 
良 1' ? 5 
知す が――

と四

26 8(B) ～27 B （月）

3R卑全罵只を／着

平苓戌、おお昂．知5"昨 ll貰埓

絞合ネ届社会い,,着

入逢．．夕食 （全局料屯）
芥＇ラ浮穴いのが乏叩屯．～

20:00 ~ 22べ00

＂ ゲ 交流ミ...—約？℃
て即んでな3た名

戸rr~oo 

8 900 
ト
し
日
の
一
泊
―

-aの
S

eで
下
約
＂
岨
會
慮
祉
傘

鋼
に
関
殴
し
て
い
ゑ
“
"

偽
災
嚢
セ
ッ
9
ー
の

ポ
9
ソ
テ
ィ
ア
た
ら
と
交

嵐
を
躙
め
た
．

f
 

♦
 ．． 
々
な
お
多
く
の
人
た

ら
が
避
鰭
嘉
を
余
績
鯛

10:-00-

1-;,oo 

な
か
よ
し
ク
ラ
プ
ハ
ウ
ス

I被災地9芦屋事からな」＇よれれ夏 Z.

宇治でポランティアたちと交流

1
1
2
・
＂
声
•
I
l
l
門
賽
諷
は
〒
泊
ポ
9
ソ
テ
ィ

の
小
掌
校
で
鑢
夏

t．
ア
文
楓
さ
‘
,
ー
・
鑽
"

嘉
編
し
て
い
た
川
崎
富

大
貧
災
寛
置
セ
ソ
9
ー
の

テ
さ
ん
R
dが
退
・
含
閑
●

た
ら
が霞
書
•
た

9
込
ん
で
闊
鯰
し
た
厚
ら

g'を
置
に
し

冨

電

涵
．算
悶

貫
以
で
て
い
た
と
こ
う

馴
聞
鑢

ハ
ウ
ス
し
鋼
鴫
、

1119
道
で
な
か
よ
し
9
9
プ
＂

ん
の
“
に

g
<よ
う
ウ
ス
の
こ
と
が
鴨
K
‘
れ
、

ゃ
＜
盲
の
あ
っ
た
？
ン
「
字
蔭
の
ム
遍
と
の
出
＊

シ
•
ッ
一
富
を罐
鼻
．

＋
い
の
中
で
元
算
に
な
っ
て

台
あ
っ
た
は
IaIllり
畿
楓
く
れ
れ
ば
．．． 
j

と
い

2
n

も
纏
れ
た
が
六
台
を

g
ぃ
か

2た
も
の
．

し
ハ
ウ
ス
を
寓
闘
し
た
●
1
・電
車
の
寧
内
、
バ
ス

ば

か

り

．

亭

で

は

「

軍

、

●

れ

て

♦
…

ま
だ
作
琶
m
の
「
子
な
い
わ
j
と
“
し
會
う
な

償
た
ら
は
遭
鱚
鵞
し
て
ど
す
っ
か
り
冑
鴫
し
た

“
9
．

遷
鱈
所
か

aIEモを
見
慣
れ
て
し
文
っ

所
が
遭
い
た
め
に
遍
え
な
て
い
た
ハ
ウ
2
の

れ

た

か
っ
た
り
、

●
這
2
号
繊

ら
だ
が
、
二
十
六
B
正
午

と
“
9
繊
も
一
般
は
盪
＂
に

iぇ
冷
駅
に
酬
疇
し

で
9
な
い
の
で
畜
が

1
1
1
E
n対
鼠
魔
で
お
茶

う
こ
と
は
鵡
し
い
・
・
外
鸞
を
●
し
ん
だ
り
、
亭
愴

で
＂
婁
し
て
い
た

”
軍
な
川

2
篇
ま
棗
し
み
．
し

ど
も
宣
だ
で

eな
い
」
レ
母
も
の
び
c
t
)．

(Ill鰭
さ
ん
｝
と
い
う
臭

9
・胃
寅
は
ホ
テ
ル
「
総

打

食

躙

誡

鍮

鱈

j

で富．

9
中
捨

111で
の
交
諏
會
ポ
9
ソ
テ
:
ア

103づ
く
り
の
M
．
を
費
わ
い
な

が
ら
歎
っ
た
り
、
鴫
っ
た

り
、
蠣
し
と
量
文
翼
貪

二
十
七
B
し
盃
が
丘
を

見

、
亨
箭
沿
い
で
＂

外
バ
ー
ペ
9
争
昌
ー
・
棗

し
い
患
い
出
、
感
鯰
が
二

a
Mで
い
っ
ば
い
．

．
 

♦
．
，
川0
さ
ん
し
「n
を

ど
う
匁
辺
し
す
れ
ば
い
い

の
か
•
お
に
«
り
を
＂
っ

た
り
、
欧
や
爾
り
、
お
茶

霧
し
幽
し
か
っ
た
．
こ
ん

な
に
嚢
し
い
一
崎
を
過
こ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
交

楓
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
膏
崎
ら
し
い
息
い
IH』

と
亭
陰
ポ
9
ソ
テ，

屈
文
さ
‘91.“
に

鴫
養
干
さ
ん
し

「
で
．

n

ば
こ
の
交
翼
を
識
鍼
に
ふ

れ
あ
い
の
綸
を
広
げ
、一

”
的
な
し
の
に
＂
わ
ら
｀

ず
鰊
け
た
い
j
.

（芦

は
交
翼
で
す
っ
か
り
什
良

し
に
な

2
§
看

ら
l

言ナふl99如以9
叶Kri”‘5いfef4いた

牛 芍と言!!"')・・・ ~ 

＼ 

L
1
 

-19-



’'ご° -- - ~ --～ ---、-----— 
竺磁こ叩碕間ーで竺＇）。開藍
ロ廃B賢しい；噸が錢虹棟・恥9"4われよ5f；.

lじ'9笈 名"吋-rt"しTと。 <Wさ・>

囚 忍虹9争知お紅逹←芥落，、和Z99叱守．ヌ．9叫滋

'e"舒羨1むャ。今和＂窮紫 9’’2多ずれ，日”'Cの

fiゃ吋屯 9"2知やら和ト1わり弘f<, < Mが＞
配和r＃可ぷ‘の；啜ゑ瑣l°'9和＂て fi'，t9ぷ.,,,..

で1が 'o苓'"心で11>。ペイ9・オルd'シ 099 1Z唱9ヤ

吋＂ 9．辺． 9れいで＇ふ くNで人）

..マ’/>パ＇コ今臼℃てt 柘‘ぷ五吋。和吠衿き＇ぼ”.，左 ’l そし T=•
冷か'&.9,9[ o s令ふの999二」 9.,1o

叩が、和t窃のこ℃で℃入て99てq、千ぶ"”てt}トげ9f90 

ヌ行き払1 と究'99 かた•ぽ紅99z 布包t和か1下LT-•

割が｀9うプ＇ず'’'でけ<o'＇凍ャ？’‘キー -tc'l:·• いし9;T心l •<H.Mゃ）

·バコ士戌ヽ’小て99t'七’いてか吋＇t し屯しや•和咋"'ゃでし（して
し9t4わいて 和1が`tうC＂ざ＇"享した・
和も”・I初打0 <Y.A9⇔> 

9.. 孟9 ヽ f今希•い対9h 見9吋9f'“'二 94 、 m和んrc益’.
和拿t紅＇えて＜衣"'如も 9和ぅトしが存・

伸↓Lク,1' ℃訊和Mふ—砕,,沼999ク生t,r今9祖,,

さょ TiS」 t和999屯•取"ィ；が9 f汁f年＂炉で 9tt~•

につ9叶匹紅'),て'I’'よの和99し恥’’c
< kさ->

ぅん＇）川 99が如←O

達●9i1おt＇ばA「:集せて渠四’’̀ ’’"“
2叫和ナイが日繹＇）り,,ないう。 <Y Tて̂ )

囚和9吐乎9w910,、砂，1 1り灯m；くか）む距，’1•噴紅の臼＇札
の名各tす92Xbず，刃，jの象9｝らし？ t "のち切'9Lて，

屈む如1:2'の1;’̀ ；知る丸し砕・ <Y'e> 

-20-



ぉを`
L

2
ダ
＾
う

d^

”柑知I:w71;:.I丈`` ＋ース99・‘'”‘)

~ 与珍"'の I和収'’ I ヽ＇，_凸:ニ-J \．一布。
rあ＇``しい h入 ・J

夜．和幸筵 ►
で斜ャt1里t

，，‘“＂ぁ芍
が＇益 ’Ileが＇）

tしT30

~ マリぷ＇伶リテ1 3吋—ト

マ）か:1演奏終ぅtな
“ t .. ‘hゞし？う7’’’‘”‘こ7'1-7’l・クラ7

ぃヤガ心弔、歌心．した・

芍r心で＇ ~s"叶＆ヽ... ~.. ? 

-21-



) 

公：11ス譴蛤咬
（｛いキ

¥ :{、 ［ン肉 (1 ; と ]直¥~ ・ 

い`＜髯{i、！い出，｝翠a、A;ゞ ^｀□｛冒〗さ戸；荼邸
．六←A、~I~ ；六）五

t3遠郊

"‘_，点如
→→—ぷI-ス -p＊今ー：：：：.

戸兵ワ碑3喰 I

出::,;土況 ●→日7Ar"片

令＂＂記守心当 F' -
寸ぷレ）、べ命P心

漬f't:..:;疇ーふい3r,...A
r疇9ゞ
”、~·1叶

ギ

—^ :冷'"さで不` ≫ .. 

--っ全
沿 I 沖ど、

で
ペ
ゞも令

l、和白二．咋

if. Iびr'，
f 

ゞ Iこ岳

¥r< J王
＇ナ -..'...-'・; 、y叱如‘

翌天⇒＼ゞぷ‘て（‘杉 な'1J

．ゥ．9...くでぐ．＇コヽ -/，グ
ょ c

が I 、ヽ 定 ．を‘i停メ吋



神戸ぶ届孔凶/:
． ． 
加ぅ,,;.；虹かが9レhK•9C 

免4況9加虹,,,

‘’‘ 

,
l
£
 

嗚
D
 

．`． 

,, ;!~累裕？のあ‘緬⑤
贔己 FI4『和；3カーがll/N 1(08む

··-··...ツふ．．．ゞ·-＾'•砂 •rr• ・ ,.．＃や ぐゞ勺ぶ^ 亡9.、屯田III公園r2て．唸
：ん•べ と． 痣'i!,)-,;.,,.,,·,;,.,,;,.,:. , .

知知It'’lが＇叩‘ぇう中，糾が珍心知知’

知易し 1年 11：：広が'，1＼ヽ名し1:.o

悴 o；り絡叩しf2和初 I4、知和和恥り

炉 f参"t'砥 I•.'(いういう 14令t ばれや
が•糸fの 9夕さ1:.，屯疇叫℃ ＼Iうがい知存らが’’

ぁ、34"'てヽI'J争I< 吐江知’り‘qト1:1Bで tむl印ふo

煽迄珈り切ゎ虚くまっ心神？醗感船I這厖Z.. ． 
・→～＾＇，~ーが^ '·"'心硝殺9l(”叩．．“⇒が3C心ぞ．ぶ・~~~.'!,唸·•:-..-.,·,.，•.:； ．".·",

伶＇
搾伐tf令伐らr-:.現＇`いt0雌恥→らも’う遠な釦砕，＝If)砂';[
恥 tかかわちずれ 5私の人が＇趙が I'-喋ら小1改吋0

字；台凸祁、lti'1絡）し茶1和 t:f1,t俗加しU1::.o

和•訊紫沖， 8笈oヽ＼ 1 印珪,1- 丸研岱1"． }1如 3I2屯

叙紅叱0 麻f和',..づ'ovg。t代 12fふてかち＇つ` 引虹 I:..

お知 f久うと栢ル名にもら91=’J,．． o 

叶A1hl0に 11？釈でも租そヽ てほしいと現‘‘̀t(..Tこ0

疇 髯
ヽ`公，ト ・: 謳〗

．
 

り

ヽ
~

~
.^
＇
~
、

t~.

,̀ . ＂
．
 

.‘ 

.‘̀ -～‘ 9

.

 

｀`ー

←函．，ヽ
-・ 

眉

澤俗ク 1、心＇て -,:-,,.?.I(S/111)

-23-



『鴨攣孟平戸会呟-コ>サート 年食塁。゚芯
心0此四四羊訪女化セ巧→Jvtヤ点

~,ヵ3：震庚考：庚’'食哀戎 命 li知吋女
西対痕合

： 

ん
の
息
ぶ
一
塁
し
た
し
の

さら
aか
0
（
の
人
9

が
●
●
に

9
て
凧

”k̀

恵
良
真
理
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

9

9

了
430"攣

}
 引

臀
●
ん
(
:
'
ン
バ
）
と
麟

た
”
ご
＾
書
ん
（
ご
‘
9
ー
も

．．．暉

Rc.
『

1
拿

『

"s

翡
共
同
作
業
所
支
翠
に

230人
が
呼
応

・

る

2
"●
ー
・
『
イ
・
フ
レ

m
i
:＇ 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
仲
間
と
と
も
に
大
合
唱

.i
i
u
 

『

Rg"ッパ；＇，
f

．i
'が

＝
＋
七
8

｀

を

点

2

『!≪-

ig,＇苔ゎ^
5-冨

ー
＿
十
人
の
●
拿
疋
鴫

t
i
?

．．

．
 

・
 

;
i・“
―

・ょ9
なら』を息

・

イ
ス
』
と

『

9,＇,＂',

罪
罰
員
這
薗
翡i

·
~
三
な
か
t
'
9
ブ
＂
ゥ

一

罪
削
＿
罪
叫
匹
暉
細
暉
戸
叩
叫

-
l
l」
し
・
り
1」

rfi0‘ぷL'P71tヽウ和，，狂t夜疫

し5和、Zの名'l齊一つギャ0呟頃J

さ¥*Lf::.o
猜社．切 9の一環如紐知頂名

"e.. 祁 t＇•塩が'2 したO
ぁ厖知和ti-1::.叫 1,f=.が叫；

匂'’‘”んの中心℃女イじ如タ-1森

の名屯釦‘'厄＼1"t℃’l”‘oW)． 
ぃ心°.、おじ；tしそ虚0

"i.11/1浚．蜘11/7•1-1q-””かに心・
(／IヽーサIし..,_’I千ll. \I~’' 右魯：！

ー布らいマ'Pl~'I) 誓色'-· ぅ．叫，o
ち9て 199闇のマリシ／く＇0:貿表t・'“10

ブ4ヤレ1"’ ヽ 111-1•1-りうイの平ri

し灯名 1：灼哨！！

加；の；；杞防1J,12和ぼ；；ア↓

紐がぅ恥で‘さむio
和 I二佑知辺十't“ し1-:.o

初叫び1ふう吋IIまtr:.! 

゜
匹

-24-



阪神大要災に対する宇治市社協の支援活勁について

宇治市社会福祉協議会

車務局長戎谷潟人

1月17日早朝、大きなショックで叩き起こされた。

1月18日、すぐに我援金の受付窓口を設留した。

1月 19日、市社協の定例理事会で、阪神大震災への救援活動を進めてい

くことを決定した。内容は、①蓑援金受付について町内会•自治会に協力依

頼を再度行うこと、②業援金受付について各団体に協力依顛を行うこと、③

現地に入り被害の実情等調査するため社協役職員、ポランティアを旅遺する

の三点を決定した。

1月21□、伊藤義明副会長を団長とした現地派遣団を西宮市へ派遣した。

以後 25日まで役霰員、ボランティアを同地へ派遺。

1月31日、市社協評議員会で救援対応の強化を決定した。具体的には、

①現地派遣、ボランティア登録については京都府社会福祉協議会の依頼を受

けて対応 Lていくこと．Rボランディア紹介99ついては現辿被災地での活動

はもちろんであるが、本市へも府営西大久保団地などへ避藍されてくる方々

に対する支援も取り組んでいくこと。Rこのためのポランティア調整事務局

をポランティア活動センターで作っていく。④義援金19引き続き呼び掛けて

行く。などである。

その後 2月2日から 15日まで担屋丙社協、宝塚市社協まで事務等の支援

に載員派遣を行った。

2月10日には、ポランティア説明会を午前と夜問に持ち簑災支援の力に

なりたいと言う 130人の市民が参加した。市や府、市民団体などの取組の

報告を受けた後、ポランティア登録や保険、支援先の紹介システムなど説明

し登録を受け付けた。また、総合福祉会館内での情報ボードの設置や、ポラ

ンティア相談窓口の開設などを決め、ポランティア活動センター内に阪神大

震災支援センターを常設した。

支援センターを中心とした活動は被災地とポランティアを結ぶ調整活動が

中心で、職員とポランティア 4名で車務局を構成した． 4月10日までの活

勁実績は延ぺ約 700人が参加した。支援センター発足後の主な活動は避難

所や物資センターなどへのボランティア活勁参加、学区福祉委員会などによ
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る炊き出し、ハーブ演奏会（宇治市でのチャリティーコンサート、芦屋市で

の演奏会）、芦屋市の共同作業所なかよしクラプハウスの交流宿泊受入など

心温まる取組を進めている。

今後支援センターの活動は宇治ポランティア活動センターの中に引き継い

で行くが、市社協の課題としては、震災ポランティアをきっかけとしたポラ

ンティア活動の輪を大きくすること、また、随所に発揮されたポランティア

の主体的な取組を一層発展させることであると考えている。今回の震災のよ

うな非常事態の中、住民の助け合い協力など多くの教訓となる活動が現れて

おり、今後地元の復興過程にも協力を進めていく中で、諸課題について教訓

を吸い上げ今後の活動に生かして行きたいと考えている。。

多くの鑽牲者の方々の鎮魂を祈って。

！！口 I” |
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声屋南高校で0救援傷資仕分Ir作農点うンティ7に参薗して
蒲生 弘 好 ・ 蒲 生 嘉 子

前回、奉仕活動に参加して、再度の参加を申し込んでいたところ、表記の

募集ありとの連絡に、早速参加させていただきました。

往路の車窓に写る光長は、以前と比ぺどこと無く変化があり、少しはほっと

させられました。現地芦屋南高校は、救援物資の中継基地になっており、各

地から寄せられた物査が整然と高く禎まれ、日本全国は勿論、世界各匡から

の救援参加に、改めて人の暖かさを感じさせられました。

今回の仕事は物資の11分けが中心で、各地から送られてくる品物を、被災者

の方に万遍に渡るように、種類別に細分化してダンボール箱に稲め替える作

業です。いろんな物がいろんな形で送られ、この基地に中継搬入されてきま

す。靴下、タオル、毛布、下若類、洋服等種類雑多、それをサイズ、男女、

形式等に分けて、一目で判別できるように、箱おもてに明記して洩み上げる

作業で1サイクルです。これを何回も繰り返して、夕方までの奉1士でありま

した。前回も今回も手弁当持参で参りましたが、今度は昼夕 2度の弁当支給

があり、時の経迫復興の早さに鵞いております。

さて、作業をお手伝いしていて気付いた事が幾つかあります。まず、

1. 救援物資として送ってくださる方に一言、不用品と物資の混同、分別に

お気をつけてくださ↓ヽ。貝方の要るもので余分にあるものが被災者も欲し

いのです。

2.菌古し等の物は避けてほしい。洗濯済みの物は未だしも、今まで菩てい

たような物、今まで寝ていたような毛布等、ちょっと常識では考えられな

い物が送られてありました。

3.救援物資は各自治体単位で仕分けと保管を考えてみてほしい。

全国共通のマニアルを作り各自治体（市町村単位）がポランティアを募り、

各地で作業と保筈に務めリストをインプットすれば被災地から直接オーダー

が出来て、率仕する人も手軽に市役所や町役場で活動できるのではないでし

ょうか。

~·· ・ ”・ ~ ・ ・ ・亀,.・・-・・り・・・・ ・・・・・ ・・・・疇・・・・・・・ ·•· ······•···ぃ • • ~~▲ ・ ・ ・ •言·・ ・・ A得9・・ ~一ヽ—·・ ・ •—· -”ー•・ ~ ・ ・ ・ _.·•····—· ・ —_ ~曹”· • ・ ・ ・〇
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長谷Ill 弥生

高校生、大学生． OL、主蜀と年齢もまちまちの方々と芦屋南高校へ三度

参加し、どのクループにも共通するのは、報道で見たのとは別の実際、目の

前にある状態の生々しさ恐ろしさでした。

現地では他のポランティアの人逹などから芦屋以外の負重な情報など聞くこ

とがてき、良い経験をさせていただきました。

見車な連携プレーでの荷物運び...。ヤ蝠の知恵、若手の手際よさ、男性の

力強さ、女性の心配り、始めてあった人々の集まりとは思えないほどの連帯

感には感心しま Lた。軽トラックの荷台に 20名、 30名のって、避類場所

から場所の移勁も、この様なときならの車でしょう。

芦屋南高校ヘポランティアに行かなければ分からなかった事の一つに、物資

を送る側の（みなさんの善意はよく分かるが・・・）大切なこととして、衣類の

汚れや破れのない物、今、このときに一番必要なものは何か（中には箸物も

ありました）など・・・。自分自身本当に良い勉強になりました。

蛙中でR為艮目ポう＇）ティ 7
山本博之

週末で人手も多く、始めての事でもあり大した事は出来なかったが、自分

なりにいろいろ考える事ができた。

『風呂に入れて良かったJと言う一言がとても娼しかった。

「被災者のために大した車をしょう』と思うのは思い上がりで、それよりも

一時だけでも心が温まる思いをするほうが、自分には負重なように思えた。

9 9 
9 9 、 r-,.
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今 須磨区量難所でのおも5PEりポうンティ7
西坂多加子

｀ 2月19日神戸のマリスト学園に rおもちゃステーションJのお手伝いに

行きました。阪神梅田で集合し、代行パス等に乗り継ぎ、神戸の若宮小学校

に・・｀窓から見る風景には、まざまざと現実を思い知らされる恩いでした。

テレピ等の映像では幾度となく目にしている光景でしたが、胸が締め付けら

れる思いでした。

私達 4人は、マリスト学園に行きましたが、当日日曜日と言う事もあって、

子供達も 19とんどいなく、他の手伝いを...と思いましたが、かかりの方も今

日の所は別に・・・と。体育館で避難されている一人暮らしのお婆さんと、 30 

分くらい話をして終わってしまいました。

気持ちの中では色々複雑な物がいっばいと思いますが、前向きに頑張って

明るい方でした。

帰りはバス停まで送って頂き、お手伝いなんて何もできなかったけど、風景

とはうらはらに、何かしら暖かい物を感じ、神戸を後にしました。

ぽ張って下さい 1」一番口に出しやすい言葉ですが、 3カ月も過ぎてしま

うと、この言葉も掛け辛くなってきました。
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石撰忠昭

大学生連合主催による、この度のボランティア活動、若い人に混じって自

分に何ができるだろうか？若者の足を引っ張る結果になるのでは…としたら

今回はやっばりやめようか、次の機会にはもっと頑張れることがきっとある

かも•••でも折角自分が何かをやろうと決心したチャンスがあるのだから勇気

を出していかねば・・・と、揺らぐ心にムチ打って阪神梅田駅の改札口へ、少し

早い日に若いたが、目指す rおもちとゃステーション』の看板は無し。

改札口は神戸地区へのポランティア司体と見受けられるたくさんの集まりで

混雑して、今度の大震災がただ争でない、と言う「実感」でピリッと身がひ

岸丸思いをした。

若いリーダーの説明を閾きながら、何ができるだろうと不安はまだ残ってい

たが、こうした若者に混じって緊張した自分が確かにいる。何か自分のぞん

ざいを自分で確かめているといった感じがありました。

そして車窓から見る想像を絶した外の大惨状！思わず目頭が熱くなり、目は

窓の外に釘付けになり、言葉はのみこかだまま何も出で来なかった。

避攀所とな-た小学校で、元気そう 99避ぷ子供遮、忙しく立ち店振る舞う

大人たち、とそれぞれの思いがかさなったコントラストの風景の中、若者と

一緒におもちゃを滋載した自転車で目指す避難所へ到着、待ち兼ねていたチ

ピッコたちが、ワーイ 1と玄関へ殺●Jと思いきや、先刻同じポランティアさ

んが来られました。と言う対応で一可ガック'） 1 

しかし即気持ちを取り直して、玄関前に「フーテンの虎さんよろしく」テ

キ巌開店！この頃になるも私の不安は何処かへふっ飛んで居た。

そして思った専。

とにかく先ず体を勁かす事。案じるより生むが易市。ポランティアの第一

歩はここから•••。

-39-



蒲生弘好・蒲生嘉子

テレビラジオ・新聞で被災地の状況が報道される度1こ、何かお手伝いしな

くてはと、少々ではな（大いに気負い来んでの参加ではありましたが、何度

か冦車・ベスに乗り継ぎげちにむかう最中、想像を絶する情景に声を奪われ、

正1こ茫然自失、ただ黙々と須磨区若宮小学校避難所への徒歩でありました。

現地到着が 12時前でもあり、早めの昼食を済ませTOP'）ーダーを待ち

ましたが、車の況雑等で遅れられ、要約の活勁関始でありました。

私逹の担当ーは、軽トラックにいっぱいのおもちゃ等の配達です。近くの避難

所でありながら、ガレキや倒壊家屋で逍を塞がれ行きつ戻りつしながら届け

る事ができました。垣間見るに体育館やテント等に整然とかつ大呈に、いろ

んな救援物資が並び稜み上げてありびっくりしました。

避難所の方の指示のままに、 『おもちゃ』の入った箱をおろして、また若宮

小学校に戻りました。この間約 3時間ほどの活動であり、気負って参加した

者にとっては少し物足りなく、こういう状況下でのポランティアとはこんな

ものかなぁ•••と思いました。少し自分に反省させます。

いずれにせよ、あの倒はした家や隙問、段差のある道路、ガレキの山、披

災地 r神戸村」を見たとき、これが我が家であったならと思うとゾッとしま

した。震災に遭遇された人だけが語る事ができ、見ただけの私逹には到底語

る車の出来ない恐ろしい車が起こった兵庫県南部、今後もボランティア活勁

への参加を心に誓い、私達は家路に就かせていただきました。

羞
鼻

-ss← 



震災点ラ9ティ71:して
亀井やよい

震災から、日が過ぎていくにつけ、値人ボランティアの限界を強く感じ、

支援ポランティアの一員としての宜味を深く感じました。

最初の頃は、本当に一人でも多くの手助けが必委で、足りないものばかりだ

ったと思います。しかし、小さな避難所では、物棗が余り届いていない状態

で、避葦所によっての差がありました。そんな時個人では、情報がなかなか

掴めなくて、積の連絡のできる支援センター等の、働きは大きかったと思い

ます。

芦屋南高校での物資の仕分けは、送りての人となりが見えるときもあり、

涙が出るほど悲しかったり、見習うべき送りての品物に手が触れた時は、み

んなで感動したり..と、本当にいろいろと勉強になりました。

宇治市民として、この様なボラナティア支●センターができた事は、とても

誇りに思います。

竺 巨逗ヨ
匹Zし ーヘ• t -―へ•． 匹コ

llっ慈ばぅンティ7
小池正志

ボランティアに関する窓議が甘いと、 ●烈に感した日でした。

作業そのものは楽と言うか、大した享はなかったんですが、なぜかつかれま

した、言

伊藤隆太

僕は、芦屋市で被災されたご夫婦のお弓1っ越しを手伝いに伺いました。

ぉ二人で暮らすようでしたが、タンスから衣類などたくさんの荷物を見ると、

一度弓lっ越しするとなると、大変だと痛感しました。

そのとき思ったのですが、ちょうど引っ越しの唸、そのご夫婦の娘さんが、

手伝いにこられているのを見て、やはり家族の力は必要だし、心強いと思い

ました。また、トラックの遅転手さんはボランティアで、運転だけでなく、

荷物運びもしておられてとても感心しました。

ボランティアと言うものは、する側とされる側との普段からの信頼関係や

ネットワークがあってこそ、このような緊急事態でも、素早く対応できてい

くものだな、と、思いました。

とても気持ち良い汗をかくことができました。また、お手伝いセきればと思

います。

-34-
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よろし（お雇ぃげす。

゜

゜2月23日正午頃，芦置市の社協現地本部からの連絡で，全●した老夫婦世帯が伊
勢田のマンションに引越しされるので，家財道具の搬入のため 3~4名のボランティ
ア依●がありました。
その連絡で19, 「現在（昼'•， 1 ボランティアによって搬出作業をしており午後 3

時くらいに●中の遅送会社のトラックが出発するので，今日の夕刻から手伝いに入っ
てほしい」という内容でした。
急な依頼でしたが． 「阪神大震災救●センター」のコーディネークー（竹●さん）

に繋いだ結果， 2名の男子学生のボランティアが協力してくれろことになり．それに
市社●職員 3名の'"名で搬人作業を打うことになりました。

夕刻 6時前に弓1っ越し先のマンションに行くと，既に卜 9.，クは到着しており，私
たちがくる0を待っている状態でした。弓lっ越しをされるご夫婦とも高齢で搬出・搬
入作業をすることは困難でしたが，伏見区におられる娘さんが手伝いにこられていま
した。
密送していたトラックも運送会社の●ではなく， レンターカーで大阪の運転ポラン

ティアが一人で宇治まで微送してきたというものでした。 老夫婦世帯とはいえ 3ト
ントうソクいっぱいの荷物をマンションの 3階まで 5人で約 1時30分かけて●入し
ました。
運転ボランティアの人は大阪の人材沢遺会社に運転手の登録をしていていつも19

トラックの選転で生9tを立てているということでしたが．最近は持っている技術でポ
ランティア活動をする毎日だそうで，頭がTがる思いでした。
前の日もボランチィア活●をしたけれど， 「ボランティア活動を窪●した人じゃな

くて，仕事の手伝いもせず，指図と命令ばかりで，本当に疲れた」そうでした。その
点， 「今日のご夫帰は体は動かなくても，感●の気持ちをもっててくれたので，良か
った」ということでした．

ご夫婦は 1年間このマンションに無料で住めるが、その後はどうするかまだわから
ないらしく曹多分芦●の方へ帰るだろうといったいました。
帰りに．ホームヘルプ制度等が申糟●がなくても緊急1こ派遣できることを税明し

て，別れを告げました。
当日参加してくれた学生ポランティ 9も歎身的●々と作業を進めてくれて． ご苦労

さんでした。
見も知らない町，宇治の人々が曖かく迎えることによって，ご央●1こ少しでも心の

ゆとりが持てればいいのですがく

.g あり9('tぅi'ざ＇いました・
ァ ミ ＾ ←ぶ-- - ～-
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引っ越しボランティ7となかよしク971:0交資会
松井芳子

引っ魃しポランティア

2月初旬のある夕方、阪神支援センターに一本の奄話。引っ越し荷物を稲

んだ車が宇治に行くので、荷物を下ろすボランティアが要、窟災で家が全壌

L、伊勢田のマンションに仮住まいする老夫蝠の荷物だとか、もう神戸を出

発しているとのことでした。

支援センターの TさんがVを探す、 2人の男子学生がようやく見つかった。

その話を聞いた私は、 1人でも人手が多い方がと思い、家が近いこともあり、

手伝いに出掛けた。総勢 6人で、家只・テレピ・布団・衣類等 2トン車に満

杯の荷物を次々と車から下ろす。慌てて荷造りされたのか、きちんと紐がか

かっておらず、ガムテープが外れて食器が飛び出し割れるハプニングも。

狭い階段とエレベーターを使って2階まで荷物を蓬ぶ、さすが若い男の子は

力があり、 “すごーい”それに引き換え、私といえば軽い荷物を運び、エレ

ベーターのポタンをおし続ける役． 「こんな人間もひつようだーい』と一人

で納得。約 1時間で終了、住人の方にとても喜んで頂き良い汗を流しました。

Vの方々に誠にご苦労様でした。

余談・・・この引っ越しが縁で学生Vの一人と社協が、ガ 9ターイ 1

なかよしクラブとの交流会に参加して

3月26日午後 12時過ぎ、初めて出会った仲間なのに何の拘りもなく、

ワイワイガヤガヤと一緒にラーメンを食ぺています。

rなかよしクラプの皆さんようこそ宇治へ』．．．

手をつなぎ平等院に向かって行進です。 『ここはぜーんぜん家壊れてへんわJ

「ほこりがあらへん』 「空気が着れ嫌な一』。パスが—t事中の鉄板の—tをダ

ーン・ゴーンと通る音で rぁー地震や」と道端に座り込む男の子、 『コワイ」

「だいじょうぷよ」こんな会話を聞きながら、この子逹は神戸の被災地から

来たのだと改めて感じました。平等院・対風庵・中之島と宇治のIlj々 を眺め

歴史と自然の中で、しばしの問埃っぼい神戸の町を忘れて頂けたようでした。

さあ、 “福祉会館ホテル”に到若、ポランティアの方々が次々と集まって

きます。調理室ではコック長？の Yさん・板長？の Eさんの鮮やかな包T捌

きと共に、他の人は器を並べ、野菜を切りと手際よく準備が進んでいます。

一汲一



メニューは、 ［鍋物にお造り・魚の煮付け・・・］とすごーい。

お風呂に入って皆でお布団敷いて、いよいよ待望の夕食。

rいただきまあーす」鍋をつつきながらの歓談。人形劇・歌・ギターと交流

は続いています。後片付けと朝食の準備を終え 11時、 10人程のポランテ

ィアは宿泊です。 r明日は6時起き、早く寝よう」と枕を並ぺて又々おしゃ

ぺり。 rぁーもう 1時だ、おやすみなさーい』心地よい疲れと共にグーグー。

震災支援センターの努力で r温かい食事がしたい」とのなかよしクラプの

希望が短期間で実現。宇治のポランティアの方々の暖かい心に支えられ、囲

まれての楽しい交流会になりました。

そしてボランティアどうしの交流も深まり、意外な一面を知ることが出来た

索敵な場でもありました。交流会に参加させていただき本当によかったナー

と思っております。ありがとうございました。

•— -• -- 一
、年9ちの1I)-1'}-IJ祈＇の叶卜 f；て一な箔I:

積；り知の匹碍。尋炉蒻？'l.... Ii" --------: ·—• 
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二なかよしクうプハウス1/)仲間たもと1/)交流
橋本其由美

初めは、窟災で心のダメージなんかが大きいかな？と心配して居たけど、

思ったより元気すぎて圧•1 されてしまいました。私のほうか少し緊板して居

ました。住私より年上の人が多かったけど、全く関係なかった。

名前が分かるとすぐ話し掛けてくれて、一緒に話しをしたり、お互いに触れ

合っているうちに、ずーと前からお友逹だったような、そんな気がしてきた。

皆と話して居ると自然だし、普段の日分は、少し無理している自分かな？と

反省させられた。

皆お風円を喜んでくれたのが良かった。 r言葉が出へんくらい気持ち良かっ

た。』の一言ですべてが籠って居た。

御飯の時にいろいろお話ししたのだけれど、その中で“はなちゃん”とい

う了の自分自身のことをしっかり管理して、家の考もきっちりしているとの

ことで『すごくえらいなぁ一つ」と感心した。たくさん食べて、ジュースを

飲んで、ほっこりした時に写れた皆の笑顔が、ずーっと頭に焼き付いて居ま

す。風邪を引いてしまってしんどい子もいたけど、手を握ると安心して居た。

知り合いの方が、不幸にあったのを思い出して、泣いてしまった子がいた

り、と、やはり明る＜振る舞って居ても、心のどこかで強い悲しみや恐怖感

が残っているんだなと感じた。

お昼は元気だった花ちゃんと、夜は手をつないで寝た。私は余り人と手をつ

ないだりするのは嬢いな方なのに、が安心できた。花ちゃんもきっと安心

して哀れたのでは…と思っています。

なかよしクラプの先生に、 『いつもポランティアに行って楽しんで、こっち

が何も与えてあげてないような気がする。』と、言う事を話したのですが、

rボランティアはそういうものだと思いますよ。何かをしてあげようと苗う

のは、見下してその人を見ていることだから、お友逹になってあげてくださ

いといっています。」と、言う言葉1こと手も姥しくなって、ホッとしました。

バーベキューでみんなふざけて歩いて、買い物をして、とても長くて短~い 2
日間でした。特別な事は何も言わなかったけど「おねえちゃん、また来てね。

』と言う言栞がとても嬉しかった。

お9,1れするときは、本当にあっというまに行ってしまって、泣きそうになり
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ました。一年一緒に居る友達よりも、深い友達になれた気がしました。

必ず、なかよしクラブの方に遊びに行きたいと思っています。

色 竺 oi ,, 〇；

尾野由紀子

一日目は主に台所仕車で、ごれは主婦業 30年の私9ことって何の苦もない。

数は多くても、身体を動かしていればいつかは片付く．

二日目は、天が瀬までのピクニック。剌繍と和裁の肖意なお嬢さん。

『もうすぐ卒業で00くんや、 00ち●んと会えなくなる。寂 Lいね」とば

かり繰り返し言っていた少年。絶対に『船木一夫の高校三年生を歌いたいの

だ」と言い張って、とうとう前奏から間奏から口ずさんで、ー句間違わず完

璧に三番まで歌い上げた育年、 “みかんの花咲く E．ーをとっても気持ち良さ

そうに独唱した少女a バーベキューも皆とても美味しそうにたべていました

ね。早春のIll沿いを、綺麓なオゾンを崩一杯浴びながら歩いたね。

何年振りでこんな楽しい一時を持った耳でしょう。翌日は、ちょっと足がパ

ンパンに腫れたみたいで、（へったりしていたけど楽しい思い出として、胸の

中に暖かく残っています。

芦屋の子、宇治の子、あの子たちは今、どうしてるでしょうか？

時折思い出しては懐かしんで居ます。たくさんの得鰻い物をいただいた気が

します。防害って何？

「ここに自転車を放国しないでください」って含いてあるところに、いっぱ

いの自転車。駐車禁止の道路9こズラリ並んだ車。捨てられた空き缶。字が読

めて分かっていてもやってしまう私たち。

わかっちゃいるけどやめられない。自分で自分が旨く運転できない。

それこそ障害者。

-as-
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晨哭支榎1JJポランティ7活Illこついて
小品絹

伊勢田学区福祉ポランティア部に入会して初めての阪神大臣災女援活勁と

して駅前募金、また、学校のパザー収益金を被災地への炊き出しに協力いた

しました。三月十二日芦屋打出浜小学佼9こ九時出発でお昼9こ若きました。現

地には、姫路市福崎町のボランティアが小学生からお年寄まで数名で兵庫長

田区のニヶ所にトラックで遥び、打出浜では昼夜二固炊き出しておられまし

た。私達は、御飯、広噌汁、筑前煮、ほうれんそうのごま和え、煮物、野菜

サラダ、宇治茶、キャペツを出しました。五時に渡し始めたのですが、三十

分でなくなりました。ガスが不通で煮物が出来ず、困っておられました。ガ

レキの山、マンションも傾いて一週間前に人居された方が建て直しで二重の

ローンに困っておられるそうです。学校も三十センチ程校舎の間が開いてい

ました。私も五十年前を思い出しておりました0 戦争で大阪、神戸が毎日の

様に空襲で、山陰緑花園駅を六時に出ても大阪より交通概関が無くて歩いて

行きました。神崎J19の鉄柵の枕木を渡るのに足が前に出ず、下を見るのも恐

ろしさで泣きたい思いで線路を歩き両側の街も焼け野原でトタン屋根にムシ

ロをぶら下げて、レンガを積んで儲飯を炊いておられました。あの時代を一

緒に過ごした友達が、また、この度の震災で披災しているかと思うと、毎日

心の中で祈ってあげること、また、他の方に少しでも手助けができればと顧

う今 Rです。

町内でも車椅fの方を宇治市健康医叙課の宅催で始まった地域，）ハピリ教

室に開福村センターに伊功田より二名の力をお連れして公國や教室でのゲー

ムに参加させていただいております。五月二十日にもアパートで一人耳らし

の方の所へお尋ねしたところ、倒れておられて、救急車を頼み、知人二人に

病院へ行っていただきました。頭の血管が切れて安静9ことのことで、今も酸

索マスクの生活です。常R頃福祉ポランティアの力がいると思いました。こ

れからも体の続く限り頑張って私の出来ることを手伝っていこうと思いまし

た。

-.a-
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鸞災紡元？をす硯箪 した後少長行の＇変化が

和手しr<らそ＾阜につ"てお聞 ヤ ‘ セ 下 て レI,

＊京都は被害が少なく大きく感じなか

ったが、ニュースや新聞を見たりす

ると住める状態でなく、地震の恐ろ

しさを自ずと感じた。支援した後は

人間の基本的人樅が最も大きい車だ

と今さらに振り返った。又同情だけ

では、被災した人達の気持ちは理解

できない。もっと身近に接するぺき

だと思ってた。

＊私にとってポランティアをすると酋~

う事は、全（初めての車でしたので

地域の福祉委員の方々と協力し合っ

て時間どおり準饉ができるかどうか

不安がありました。当日は雨も降り

3月の末でとても寒く、多くの人達

がテントにまで取りに来て下さるか

なとも恩いました。しかし準備 Lた

＊前からやりたいと思っていたボラ

ンティアをやることができてよか

ったと思います。

＊行くまでは遠いしと大変だとおも

っていましたが、少しでもお手伝

い出来てよかったとおもっていま

す。

＊やっと心の璽椅というか、心のつ

かえが取れました。

＊気持ちの変わりはありませんが何

か自分にも技術があればと思いま

した。

＊涸齢化社会の到来の中、日頃から

小地域での福祉活動の充実と必要

性をあらためて酸じさせられる。

＊今の生活がありがたいなあと思い

ました。

ものが瞬く間に無くなり rありがと l＊支援ボランティアには参加したが

う」という言葉で来て良かったとい

う充実感を得ました。 r何かをしな

ければ』と思ったら自分で出来る事

を見付けて行動を起こせる人そんな

力が大切だとつくづく思いました。

＊支援に行ける方の立場であれば、又

少しでもお役に立つ事が出来ればと

言う気持ちで参加しました。他の形

での授助もしましたが、やはり現地

に行けた専で自分へのボランティア

の実感を昧わう車が出来ました。

今後チャンスがあれば参加する。

* 1日参加しただけでは、私自身の

気持ちに変化はありませんが、一

人一人の小さな力の集まりが、大

きな力になると恩います 。

＊ボランティア精神は以前よりあり

ますが、窓口が分けらなかったの

ですが今回社協より行かせていた

だき思っているだけでなく行動を

おこすことの大切さを学びました
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＊なにしろ分登の多いことが悩み。お ＊自分が窟災に合ったらと恩うと、

いしく出来上がること一途、残らな もっと組織的にポランティアが出

いだろうか？ただそれだけで当日を きるように宇治市を越えて考え実

迎え、気持ちの変化や余裕がありま 行出来るようにしておくぺき。

せんでした。 ＊行く前は何かしなければというあ

＊前E準備の為の準備から材料調達に せりばかりが先に立っていました

始まりffl窓周到、当日現地で炊き出 行った後はやはりまたまだやらな

しを始めてみると自分たちが考えて ければいけない車がたくさんある

いた風景とは少し違っていた。展災 と感じました。

から 67日目と言う車もあってなの ＊全く予期もしなかった出来車で L

か炊きだした物を喜んで頂いたのだ

とは思うのだが、本当に私述の気持

ちが通じたのだと信じたいロ

＊「甘い考えでポランティアに参加し

ては行けない。 Jテレビや新聞報道

と大きな達いである。特に炊き出し

等はただ一回の夕食の副食のみであ

ったが2日又 3日と続けたい気持ち

がした。ただ 1回の炊き出しであっ

たが帰るとき r有難う又お願いしま

す」と言われ返事に困った。

＊ボランティアというものを、奉仕活

勁としての漠然とした認識しかもち

あわせてなかったが、今回の大地震

を通じて、これからはもっと機動的

た。当地では哀度3と瑕じられま

した。それでも前後不覚の体でし

た。早速 18日未明には救援物資

を集め現地に大型トラック 4合が

出発する事が出来ました。又中整

には市社協として現地での炊き出

Lメンバーとして参加させていた

だきました。学区福祉の一員とし

てポランティアの心得は常に持ち

あわせてはいたものの災害と言う

大事故に始めて直面し、日毎の見

聞に落ち菩きしたい毎日が続いて

います。故に始めて直面し、日毎

の見一日も早（立ち直って頂きま

す様にと願う者の一人です。

に実行のあがる活動が出来るよう ≪I＊震災の支援ポランティアをする前

ランティア体間を日頃から考えてお

く必要があると思いました。
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は、少しでも何かのボランティア

をやりたいという気持ちがありま

したが、一日ではポランティアと

は言えないぐらいですが、少しは

役に立しCてうれしく思っています



* rポランティア」という言葉が、

とても重い意味があるように思い

ました。僕は一日だけ現場へ行っ

たのですが、当然ー Hだけでは、

わずかな被災者の方々しか助けら

れないですよね。 （確かにそれも

大車なのですが）やはり本来は何

日間も泊まるなり、通うなりして、

被者の方々やボランティアの方々

と信頼関係づくりを、していくこ

とが大切なのだろうと思いました、＇

＊ する前は「とにかく何かしなけ

れ ば・・Jという気持ちと「私1こで

きる事なんてないのでは．．．」とか

rかえって迷惑を掛けてしまうか

も・・・』と言う不安との間で揺れて

いました＾

した後は「とにかく何かを・ー．』と

酋う焦りのようなものは消えて、

「自分にできること」をと考える

ようになりました。

＊ いかに多くのものに囲まれて生

活していたか。 「あってもいい物

と言う考え方でなく、 「なくても

いい物という考え方」になりまし

た。もう一度原点に戻って見つめ

てみたいと思いました。

また、蓄気、ガス、水道など使え

て当然。と思っていたことが、い

かに大切か、多くの方々の力があ

って B常生活ができていたのか、

あたり 9ijと思っていたことの有り

難さを感じました。

-•-

＊ 支援ポランティアをする前は、

すぐ近くの兵庫県でとてもすごい

被害があって大変だというのに、

テレビの報道を通して見ると、何

か遠くの国で起こった事のように

感じられていました。

しかし、実際に現地に行って被害

の一面を見て、支援ポランティア

をした後では、今回の震災がどん

なに身近かなところで起こったの

か感じる弔ができました。そして

今回の震災を自分の事のように感

じ考えることができたように思い

ます。

＊ 今まで“ボランティアと聞く

と「老人や障害者の介謹』がすぐ

に頭に浮かんで、介誕の 11•方や、

手話を知らない素人の私からする

と、 『尋門知識がある人しかでき

ない」と言うイメージがありまし

た。

けど震災ボランティアをしてみる

と、 r物資を運ぷ事J r道に落ち

ているゴミを拾う事」等すぐ簡単

1こできる事が、現地では立派な

。ポランティァ＂なんですね。特別

に専門知識がない私でも簡単にポ

ランティアに参加できるんだなぁ

と、感じました。ポランティアに

対するイメージが変わりました。

これから何か地域のボランティア

に参加したいと感じるようになり

ました。



＊ 行ったときは余り仕車がなく、

ポーとしていたので r他にもづと

必要なところがあるんじゃないか」

と思いました。

気持ちの変化は特に無かった。

＊ たまたま震災にあたってしまっ

た。地域に住む人達の様子を目の

辺りにして、たまたまこうして日

常の春ら Lをしている自分を有り

難く、また不思議な気がしました。

まっただ中で生きていかなければ

ならない人々に、できる限りのカ

を添えていきたい。

＊ 新聞記車やテレビの中の出来亭

ではないんだと実感しました。

rポランティア』は、ただ一方的．

に施すのではなく、お互いが対等

の立場で接して、いろいろな面を

高めて行くもんだと言う専を、少

し強く慈じました。

＊ 特に「変化」と言う車ではない

が、気持ちの持続性をどう保って

行くか、具体的な活勁を少し行っ

たことによる自己溢足で終わるこ

とのない様にキープする心が大切

に感じます。

＊ 自分で体験したと言うことによ

って、ポランティアの大変さを感

じました。

＊ 前日からヘルニアが出て、当 El

のお手伝いができるかと心配で、

竃話でお断りしょうかと迷ってい

たのですが、約束していたのに悪

いと思いとりあえず行って、お手

伝いができないようなら洞らせて

いただこうと出かけましたが、同

行のポランティア（池田さん、山

田さん）の方がとても良い方だし、

向こうの方逹も一生懸命されてい

たので、腰の痛いのを我慢して最

後まで頑張りました。

行って良かったと思って娠ること

ができました。

＊ テレビや新聞だけでは、とにか

（現地へ行って自分の目で見たい

気持ちは、ずっと持っていま Lた

が都合が付かなくて…センクーへ

行って詳しく説明を聞いて数人と

行くことになり、私1こでも役に立

つことができるのか、どんな仕事

があるのか心配してましたが、皆

一生懸命で体を勁かしておられる

姿、いろいろな状況を見て凄さに

びっくりしました。

この窟災の場で『少しでも役に立

てたんだなぁ」と、疲れも全然出

なくて、家族にも話せることがで

きました。
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＊ポランティアに参加しているとき全

く異なる自分を発見する。私達は日

々の生活と仕事に追われ、ポランチ

ィアに参加する時間などないと思っ

ているが、いざ参加すると全く今ま

で感じ無かった車を感じ自分自身に

心の豊かさが出来てくるように屈う

又忙しい中にも卒仕出来た満足感、

人生の黄金の時間、大切な心の預金

が出来た喜び、又参加したい意欲が

わいてくる。私逹19いずれ一生を終

わる時が来る計された時間の中にど

れだけ奉仕活勁の時間を作る事が出

来たか、その時閾数がその人の豊か

さ、心の健康を作り出すエネルギー

になると確信した。

＊支援活勁をする前にば、あれもこれ

もしたら喜ばれるのではないかと思

ったが、実際には、個人的に思って

いることは、全貝の怠見一致がなけ

れば出来ないものと実感した。やは

り支援活勁するグループの結束がゆ

るいと行勁まで響いてくると思われ

る。した後の気持ちは同じ「人間』

同志助け合わなくてはならない弱い

者だなと感じたし『してやった」と

言う気持ちは全く無かった。

＊新聞。テレピ等を見るにつけて、

r私も何か役に立てることをさせ

てほしい」と強い思いをかき立て

られて、チャンスを待っていまし

た。被災地へ行き、炊き出し活勁

をして、 r食事を待っておられる

方々へ十分ゆきわたるだろうか、

おいしく食ぺていただけるだろう

か』等作るのが必死で、自分のお

もいと途っているところもありま

したが、明るい笑顔にも接し、

°共に生きている”ことの実感も

味わうことができたと思います。

＊新聞、 TV、ニュースで毎日毎日震

災の家族のことや倒壊した家、亡く

なられた方の事を見て河か私ででき

ることがあればと思っていましたの

で、お話を聞いた時はすぐに私逹も

行こうと決めました。また神戸の町

がどのようになったか（半分やじ馬

的に）見たいという気持もありまし

たが、現地に行きあまりにも●J壊し

た家や半倒壊 Lた家テント生君の方

プルーテントのかかった家の多くを

みて、お気の毒と心から思いました。

早く元の生活になって19しいと祈る

思いです。現地に来て、この夕食の

ボランティアが出来た事の喜びもあ

りました。

＊マスメディアを通してあの悲惨な事

実を目のあたりにした時は、何かし

なくてはと言う気になりました。余

りの事の大きさに一度きりの支援ポ

ランティアでどれ程のお役に立てた

かと思います。
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2瑣、地パ手てと＂ぅ廃じ＇ましたが？

＊・芦屋市の春 E町へ行ったので、

テレビで見た長田区、灘区の様な光

景とは少し違うので救われたが

やはり「弱者」の被害が目すったc

＊ 倒壊家屋等はテレビ画面を通して

みているときとは異なり、圧倒的な

迫力で地裟の恐ろしさを品せつけら

れ、亡くなったり被災された方々の

無念や恐怖思うと、正視するのも

はばかられる思いでした。僅かな力

でも、みんなで出し合って、行政{

十分な対応をしてほしいと願います°l
＊ 芦歴まで行くのに 2時訓かかり

ますので、現地でお手伝いする時間

が少なかったので残念です。

＊ 芦屋高校には入り切れない物資が

山稜みされ｀後者の渡り廊下に積巨

れた女性の生理ナプキンが、荷の一

つからこ 1まれ落ちて汚れたままにな

っていたりして余りにも物が豊す

ぎる日本を象徴して居ました。

しかしよく見ると校舎といい、ビル

と言い、一見そう酷い被害でないよ

うに見えるが、近付いたり中に入る

と、地面との段差、院間、すれ、

天井至るところにヒピ割れ、はがれ

落ちがあって、まともな建物は一つ

もないと思われた。まるで1吝臥のよ

うにショベルカーが、あちこちのカ

レキの中で勁いて居ました。震災以

来一度も休暇がないと言っていた芦

屋市朦員さん。身体が心配です。

＊ 行った時は余り／t忠がなく、

ポーとしていたので r他にもっと

必要なところがあるんじゃないか

』と思いました。ポランティアを

やりたい 1と思っても必要とされ

ないと出来ないし…その辺が難し

いと思いました。

個人対個人のポランティアじゃな

いので、心が伝わりに（いとおも

いました。

＊ 駅を降りた途端に異崖に、辿り

若いたような不思議な感寇。

歩き始めて、現実だと見せ付けら

れた時、足元が震えた。

＊ 倒れた家ピル等を目にして、そ

の時の一人一人の恐怖の気持ちが

、映像では伝わらない部分が、

悲しいくらい分かりました。

＊ 余り大変なのにビックリしまし

た。みなさん元気に器らしておら

れるかと心配しています。

一日も早く元の生活に戻っていた

だきたいと思います。

＊ 避難されている人同志の連帯感

（一時の一部分しか見ていないが

…）が、とても素暗らしい物に感

じた。自分が逆の立場なら、この

ように前向きでいられるだろうか

？ 
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＊ やっぱり家や道が壊れている惨林~＇＊ 芦屋は、他と比べて被害が少な

を見るとショックでした。

でもそれは「関西には、大きな地盤

は起きない」と言う、間達った考え

よって、作られた弱い都市であり

家なのです。

今こそ際がいに強い都市を、つくっ

体くぺ気ではないだろうか。

文明が発展する限り、都市や住宅19

増えて行（と思う。けれどビルを

やたら密集させたり、山や木をた＜

さん削って無理して都市、住宅化す

ると必ずあとで取り返Lのつかない

ことになると思う。

自然、環培と必ず共存しなくてはい

けない車柄と、きっちり向き合って

人々は、牛きて行かなくては行けな

いと思いました。

＊ 芦歴に行ったのですが、木造で築

何十年と言う家は、 19とんど崩壊状

態で、新しくてちょっと豪邸のよう

な家は、見たところ大丈夫そうだっ

たのが、なんとなく正直言って皮肉

に感じました。山手より浜のほうが

被害は大きかったでした。やっばり

テレビで見るのとは達います。

くて済んだように思いますが、そ

れも大変な事です。子供さんゃ

お年よりの方逹が気の考でなりま

せん。

＊ 車の荷物は、ガレキを積んだの

が、多く往米しているのには、

びっくり。屋根が落ちてペシャン

こ、私の家も地震に遭ったら、こ

んなになるかしらと空恐ろしくな

...― _, 
r

邑
iヽ

• 直”―
ー••

った。

＊ 私がhったのは3月に入ってい

ましたが、水道も復1日しておらず

通りの家々も崩れた所が多く残っ

ていました。もう、大分沿ち菩い

てるだろうという、私の甘い考え

99吹き飛び、現地に行かなければ

判らない事がたくさんあると思い

ました。報道されていることと、

現実とのギャップはかなり感しま

した。

＊ 考えていた以上に、力仕導が多

かったちので戸惑いました。女の

人にもできないわけではないけれ

ど、二人以Lで力を合わせないと

無理だとか、一人でやろうとする

と時間が掛かって足手まといにな

ったりすると言う事がありました。

物資の仕分け等は、女の人でも十

分協力する車ができますが、米や

毛布のダンポールを運搬するとい

ったようなちから仕事には、男手

が多いほうが、効率的だと思った。
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＊ 新聞、テレビ等で読んだり見たり

して、本当に大変なことが起こった

と思っていましたが、実際に芦屋1こ

降りて、今にも倒れそうな家、マン

ションの 2階部分が 1陪1こなってい

たり、余りにそれが多く一瞬舌葉を

失うショックを受けました。

震災に遺われた方は、どれ程恐怖た

ったことでしょう。物資の仕分けや

お弁当を各避難所に配るお手伝いを

させていただきましたが、交通車情

などもあると思いますが、少しでも

早く必要とする方へ、必要な物が届

くよう願いました。芦屋南高校の生

徒の明るさは、とても策しく思いま

した。

＊ 私が芦，，に行・」たのは、震災から

2か月以上も過ぎた 3月の末でした

が、まだ多くの避難されて居る方が

いらっしゃいました。

家々も傾いたり、取り壊されたり、

被害受けたそのまま手付かずになっ

ているところも多く、改めて地窟の

塩さを感じました。

もし、私たちが被害者であったな

らばぃ~と鳥肌が立ちました。

しかし哲さん、力強く生きていこう

としていらっしゃるので、凄いと思

いましたc

＊ 私たちが忘れかけている助け合い

人と人との繋がりの大切さを、今

回の震災で教えてくれたように思い

ます。

＊三〗ニ
全［吾；：全；；；戸ごニ'ニニF l 
があったので、こんなものを送る

人がいるのかとびっくりしました

。古肴と言っても人様々、感覚が

達うようです。新品同様でも送る

のを遠慮していましたのに...。

＊ もし、自分たちが被災したら・．.

B頃考えもしなかった現実があっ

て、日常最低限心得て湮く必要性

を、強く感じました。

＊ 茶の間で見る映像と、目の前で

倒れている家屋を見るのとでは、

心の残像が逸います。

＊ 実際に現地の様子を目の辺9こり

にし、改めてショックを受けまし

たが、現地の方々が明るくしてい

らっしゃるので、 少し安心しま

した。

＊ 改めて自然の災害の恐ろしさを

感じました。現地の方々には不自

由な生活の中で、別の意味での強

い繋がりが出来たのではないかと

思います。前向きに頑張って立ち

直られる車と思います。

がんばれ 1神戸！ ！ 
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＊ 被災した惨状は、想像以上のもの

でした。平穏な日常生活の中では、

ご（当たり前の些細な事でも、被災

者にとっては、非常に大きな心の支

えになった車が、喜んでおられる被

災者の態度から,1い知ることが出来

＊ 今制のポランティアは被災地の現

場 はありませんので、被災者の生

の声を聞9ナませんでしたが、行き帰

りの酋車の中から、今だ家屋の傾い

たもの、屋根が埠れピニールシート

がかけられている状態、ビルの崩れ

ている姿、各公國に今もテント生活

をされて居る方を現実に拝見して、

＊ テレビで見ているよりも、実際

の被宮状況が厳しく、もし、私が

被害を受けていたら、今頃どうし

て居るのだろうか？

何かの形で役に立ちたい。感じま

した。

（その場その時期に合った）が必

要だと1●感した。

＊ テレビを見ているよりも、実際

の被害状況が厳しく、もし私が被

害を受けて居たら、今頃どう Lて

いるのだろうか？

何かの形で役に立ちたい！と感じ

ました。

「大変だなあ」という実感を再認識 1＊ 現地の子供遠が、明る＜元気だ

しました。あの様な災害が、私たち

の抽に起こって居たら•••と考えると

、その教訓を私たちの地域に生かし

もっと危機管理体制を整え、 “救っ

てもらう＂のではなく“救う側に常

に立つ”という、心の準備意識を訓

練しなければならないと感じた。

ったので、少し安心しました。

＊ テレビ新聞報道とは、また達う

雰囲気を感じました。

自然の力の偉大さをしみじみと感

じる。

八
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 ＝ 

ボラシア芦潅託迅じてヌをバ也年も耗講ーです

立 贖 <i＜残って 99る阜，さ個ですが？

＊ 今回のポランティア活勁には、

幅広い年代の方々が参加されてい

たのが印象的でした。今までのイ

メージでいうと、主婦の方や女子

学生が大半を占めていたように思

われるのですが、今回はサラリー

マン風の方々も目立ち、きっとテ

レビの報道を見て「何かしなくて

は」と思った方々なんだろうと思

いました。忍うだけで行勁に表わ

すことができない人が大半だろう

に実際に参加しようとした行勁力

が素暗らしいと思いました。

＊ 私などは数えるほどしか、活勁

できませんでしたが、高校生や大

学生の方が寝袋持参で何日も、又

1カ月、 2カ月と生き生きポラン

ティア活動をしていらっしゃるの

を見て本当に嬉しく頼もしく思い

ました。又、被災された方が「今

までの平凡な生活がいかに大切で

あったか、よくわかった」と新問、

テレビで話されていたのが強く残

っています．

＊ 一人だけでは、出来ない事も少

々不安があっても沢山の人達の中

で自分のやれる事をしていけば9]＼

さなものであっても大きなものに

感じて頂いたように思いました。

＊ 並んで食車をもらうのは大変だ

なあと思うと同時に人にもいろい

ろな人（少しでも多くもらおうと

する人や遠慮しながら持ち舟る人）

がいるなあと思いました。

＊ かたむいている屋根の下で、お

店を経営しておられた姿に感勁し

ました。

＊ 現地に近づく程屋根に育いシー

トが多くなり、傾きかけた柱、つ

ぶれそうな家、アスファルトのわ

れ目を目前にすると我が町だった

らと思うと背筋がつめたくなりま

す。毎日、テレビに写し出される

人迪を見ている自分がこうしてポ

ランティア活勁に参加出来ること

の幸せをつくづく慇じました。

＊ 今この場所で、この状態で、又

はこの状況で、その人たちが何を

望んでいるのか、何をしてもらい

たいのか、本当に来てもらって良

かった。してもらって良かったと

感じてもらえること、おしつけが

ましくならないこと、 「ポランテ

ィア」とは ••••9・義務ではなく “心”

だと言う印象をもちました。

＊ やはり町の惨情です。婦り遵、

迷ってしまい、完全にがれきにな

ってしまった商店街を見てしまっ

たのですが、結椙ショックでした。
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＊ ポランティア活勁をする私たち

自身もっと心の境涯を高めなくて

は•••と感じました。

＊ 被害者佐々人にとってはお元

気に振舞っ・て居られましたがご心

境を伺うに余りあるものと察せら

れお慰めの他ありませんでした。

家族バラパラの生活の方も居られ

ました。職場を失われたお人もあ

りました。自分ではどうしようも

ない事だと思います。頼り度いの

は行政だと思います。公的地位に

ある者は勇んで救済の知恵を斜け

活力を与えて頂き度いと忠います。

＊ 被災現場に行って、惨状をまの

あたりにして我が身におきかえた

場合。井常に深刻な出来車だと痛

感致しました。今後復輿と、被災

された方々が、もとの生活に戻る

のは、大変なことだと思いました。

＊ 何かの役に立ちたいとは、考え

ていましたが••••••初めて実行出来

る機会があり、参加してよかった

と思っています。

＊ ポランティアに関心のある方と、

ない方の箆が大きいと日頃認じて

います。 （もっと、メディア等を

使って、必要性の PRを稲極的に

して項きたい。）

-s;-

＊ 若い人のポランティアが大変多

い事に感心致しました。日本人の

利己主棄的と言われている中で、

この様に若い方が、奉仕されてい

る姿に H本の将来も見捨てたもの

ではないと強く安心した気持にな

りました。又、小学生ぐらいの方

が熱心に声をかけ一生懸命活勁 L

ている姿に感勁していました。そ

の方の写真が翌日の朝日新聞に

活躍する子供として紹介されてい

て驚きました。

＊ 打出浜小学校のボランティアに

参加したのは 3月未、出会った多

くの被災者が体育館で不便な生活

を送っている事。

* “摂助する人もされる人も同じ

なんだ”ということを強く感じた。

＊ 計画・企厘段階、実行当日には、

必ず')-ダー的存在の人が必要と

思われた．

＊ 炊出しで、私達は焼そばを作っ

たのですが、現地の人逹に、うど

んとか簡単なものが多い中で、焼

そばは野菜が多いのでうれしいと

言われました。打出浜まで来て喜

んでもらえて私もうれしかったで

す。



* J 1日は物質の届け（仮投住宅

へ）がいっばいあって1ナっこう縞

足したけど、 13日は 1日じゅう

ボーと過ごした。 12日も忙しか

ったとのこと。出掛ける前に一言

現地に君話を入れてから行った方

がよかったかな …""'• 
＊ 災者の時、一番心強いのは、ま

ず近所そしてポランティアの活動

だと忠いました。

＊たった 2日、しかも大した車がで

きなかった自分に対しても、避難

Lている方や他のポランティアの

人が対等に接してくれたのが嬉し

かった。 「ありがとう」の一言も、

とっても筵しかった。

＊現地の方々はとっても明る（て

「自分達の街は自らの手で復興さ

せる」という意気込みが伝わって

きて、こっちも元気が出てきまし

た。又、私逹が行った芦屋南高校

の現地スタッフの方は、やさしく

て昼ごはんに、救援物質の中から

（？）みそ汁や、ご9まんをくれまし

た。その他にも、ジュースやおも

ちをくれました。非常な峙態の中

でも、人間的なあったかさは忘れ

ていなくて、そんな人を見て、と

っても嬉しくて、感勁しました。

＊ もっと近ければ何回でも行って

あげられるの1こと思います。交通

費や時間的にも無理が生じます．

＊ 今後の若者の支援行動には目を

見張った。今の若い者も決して捨

てたものではないという心強さ。

＊ たくさんの職員やボランティア

さんが各地から来られていたり、

地元の高校生も参加して仕分けや

トイレの消語をしている所を見て、

人の力はやさしくて大きいものだ

と思いました。ポランティアをさ

れている方は全てやさしく見えま

した．

＊ ポランティアは若者や主蝠居が

多いと思っていたのですが（実際

多いんです力り私が周行さ廿ても

らった方々は 2度とも男性がいら

っしゃいました。特に印象深いの

がもうすぐ 70歳になろうかとい

う方でしたが鵞くほど元気な方で

定年退職後ずっとポランティアを

されているとが・・。色々な唇の方

と出会えるものポランティア活勁

のいい所だと思います。

＊ 色々な地方の人と知り合いにな

れた車．

＊ 食事を配っている時9こ「ありが

とう」や「ご苦労さまです」と声

をかけて頂いた時、やってよかっ

たと思いました。

岬⇔、A糾仕，岬船⑲，4牟虹
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＊ 活勁は、物質の仕分けをしまし

たが、物のあまりの多さに日本の

飽食ぶりをかいまみた。捨てるぐ

らいあるなら装援金にして、自由

に使いたいものを人手して利用し

てもらう万がよっぼど実用性があ

るとつくづく感じた。市役所の差

し入れがやたら多く心がこもって

ないように思えてならなかった。

梢神のケアがもっと必要だ。

＊ 「弱者」は本当に立ち直れるだ

ろうか。高齢者は今後どんな生活

になるだろうか。我が身に置きか

えて考えこんでしまった。

＊ なかよしクラプの先生に「私は

ボランティアに参加してもいつも

自分が参加して楽しませてもらっ

ているだけで何もしてあげていな

い気がする」ということをお話し

したら先生は、 「それでいいんで

すよ。仲良くなって友逹になって

あの子たちの社会が広がったらい

いんです。いつもポランティアは

そういうものだと思っています。

してあげるというのは上の目線に

なる。」とおっしゃって下さった

事が大変うれしかった。

＊ 物質整理に行って古い下苔を見

て、自分がその立場に立って物を

送ったらよいのにと思いました。

一 乱一

＊ 物質の仕分け作業中沢山の使用

不能品を廃棄処分としたのが残念

でした。同時にそのような物質が

被災された方々に届かぬよう心し

て仕分け作業にあたらなければと

考えさせられました。若者のボラ

ンティアが多かったのが喜ばしく、

顆もしくて、この貸童な体験を忘

れないで、今後に活かして欲しい

と思います。

＊ いろんな人との出会いがあるの

でおもしろい。

＊ 現地に 3度ほど行ったという I

さんと初めての私とで行きました

が、指揮をしてくれる方が当日は

おられなくて午99中はビストン輪

送で帰って来るワゴン車やトラッ

クに布団や雑貨を稜む仕事で車が

全部出払った後は何もする事がな

く、これでは午後には帰るのかと

思っていたら、午後は 12階残て

のマンションの各部屋に日用品や

寝具を逓ぶ仕事があり、ギリギリ

4時までやってほぼ配り終って帰

ったが翌日はさすがに少し足にみ

が入って1●びていた。

＊ いろんな方達と逢えて教えても

らうことがある。まだまだ勉強不

足だなあと反省することができ心

が豊かになります。若い方達と同

じ仕事ができてうれしい。



＊ 当日は高速追路はかなり空いて

いましてこれは早過ぎるかと思い

ましたが高速から降りる頃から一

寸きざみになり現地には、丁度良

い時間でした。気象状況がとても

厳しく雨が降ったり日照があった

り風があったり後は逓は天に任せ

て天幕を張ったが途中でも激しい

雨、も Lお客さんが来なかったら

どうしましょう。携帯マイクで放

送しながら回らなければとの声も。

その内に君車組の本隊が到若。休

む問もなく準備しながら腰を上げ

て辺りを見ると今Bは何のメニュ

ーかなあーと時折見に来られる方。

定対前より焼そばを始める。一生

懸命によそ見する問などとても無

い長い列である。大体行き渡って

終わった。何とも言えない気持の

よい疲労である。今までに感じた

事のないさわやかな疲労であった。

＊ 日本人の老人に対するあっかい

方、病気になった時の過ごし方、

スェーデンの方の老人に対するあ

つかい方、また之人の力の受け入

れ方の違い。がんの万でもお亡く

なりになる前日まで朝1こなればお

きて、パジャマをきがえ、ふだん

着1こきがえる、顔を自分で洗い、

自分でできる車は、全力をつくし、

自分でする、また、ポランティア

の人も手を出す的と手を出さない

時をしっかり把握している。決し

て甘えることなく、生きておられ

る。寝かしきりにさせていらっし

ゃらない、早く日本もそのように

一人一人がしっかりと生きる生き

ている姿勢をもった介護が出き

たらいいなあと思った。

予
ぶ
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且分自身mボ硫ァ；迂ヵをゴれがら、℃＂遁めて

ぃきた心兒＇いき和＇ 7 l元咳ホ＇ ，aシア℃して）

＊地域活動にまとまりがあり、活動す I＊学区福祉委曰会を通じ、日分自身

る事に不安なくやっていけると思い

ます。

＊できることから少しづつお手伝いし

ていきたいと思います。

＊他人の事ではなく、自分の事として

取らえて行きたい。たとえ道のゴミ

ーツ拾うにしても自分の事として。

＊勤めを持っている人問にとっては、

十分参加できないが、できる範囲内

で活動に参加したい。

＊現在老人ホームに月 1回参加してお

でしたい。

＊学区福祉委員の一員としては、画期

的な事業や活動は、できないとして

も共存する社会を、また地域を良く

して行こうとする気持ちは皆持ち合

わせています。人助けはポランティ

アの精神と捉え参加を呼びかけて行

きたい。

＊地域でも世代交渾のお付き合いがで

きればよいと思うが、なかなか同世

代とのお付き合いはあっても年の離

れた方（老若）も付き合いにくいの

で、いろいろな車に参加し、近隣の

方を知る事も大切かと坦う。

でできることを一つ一つ積み重ね

て行きます。

＊人が少なく何かにつけて用事の多

い地域であり、目立って大きな事

をしようとするのは大変である。

ロ常気付いた事を、無理なくでき

るのが望ま Lいと思います。

＊自分から進んで一歩が山せないの

で、与えられた事を柄一杯するこ

と。

＊老人福祉

りますが、自分にできることは進ん I＊ほんの少しの力をなにか役立てら

れればいいと忠う。また役てたい

＊体の不自由な独居老人の声かけ、

配食等、車椅子の人達の手●Jけ。

＊身近なボランティアに機会があれ

ばどんな車でも参加した＜考えて

ます。

＊福祉委員としていろんなことに参

加し進んで活動していきたい。

＊福祉委員をしようと思う人を、多

くみつけていきたい。地域の人に

福祉委員の必要性を自覚してもら

うよう努めたい。

“̀ 
ヽヽ
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＊お世話にならなければならない方の I＊自分の出来ることを長く継続して

弔を、自分に引き換えて考えたら，

健康に恵まれて、人のお世話ができ

いきたい。決して気負わず、楽し

みながらできたらと思います。

ること、または人が喜んで貰える事 I＊大きい活動より小さくても現実抹

をできる方があえてしない方は社会

的罪悪であると思う。

＊地域9こ心の通ったイペント企画して

大勢のスタッフで成功させて行く。

のある活動を進めたい。

＊近燐との日常的な連絡、さりげな

い助け合い。長続きをするために

重荷にならないお付合いを。

この事によりお互いの成功感を味わ ＊一つの車に限定せず、様々な事に

い一体感を作り町全体の紀束力を付 参加 Lていきたい。老人の方との

けてゆく。それには行事の中に 交流等。

「愛」が入る努力。つまりその人の ＊戻災ボランティアから、地域ボラ

働く場所に適材適所を見つけ行勁し ンティアに移行したいと考えます

て頂く事が大切と感じます。 長く続けたいので、無理のない活

＊地域の状態、地域の人達という身近 勁を見つけたいと思います。

なところで行うものは、すべて自分 ＊何かしたいと思いますが、ポラン

に反応してくる様な気が 9ます。ポ ティア活動キ特に向分の件んでい

ランティアを始める第一歩の役割を る地域で・・・と限定して考えてない

果たすと恩います。 ので、良く分かりません。

＊ポランティア教室で少々学びました ＊今、訪問している家庭に引き続き

ポランティアとしては、震災Vが初 行きたいと思います。

めてです。これからもいろいろな V ＊なるぺくいろんな事を経験してみ

に参加して自分にあう Vを探したい たい。

と思います。 ＊音声訳、ポランティアを続けます

＊普段より盲人の方を主にガイドヘル URVの仲間達に助けられながら

バー、 URV、宅訪サービス（明読 ＊地元のボランティアで訪問ポラン

をしてきているが、時間の許す限り

役に立てる事を自分の体力、能力に

見合った範囲でやっていきたい。

ティアを Lてみたいです。

＊時間があれば、限りなく全力で．

＊大学、仕事、 Vの 3ツが無理なく

両立していけるように参加してい

きたい。

て：｀ --•— ----
_ 
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＊例え気持ちが一時的にたるんだとし

でも切れてしまうことのない様に続

けていきたい．

＊今、手99を学びたいなと思います．

陸害者の方の何か役に立てればいい

なと思っています。

＊ポランティアとしてのある程度の茎

礎知識が必要と思います。従って

『行動』を通じてそういう機会への

参加を心掛けたい。

-、
ヽ
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（ 

＼ 
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＊租神降害者の作業所や、病院での

ポランティアをしているので今後

も続けたい。

＊気経に参加したい，難しいのはで

きないかも知れないが、自分自身

を磨きたい。

＊初めの一歩を踏み出したばかりで

すが、あせらず力まず、小さい力

ですが、細く長く、障害を持った

方や、函齢者の方と心を通わせる

様に慣れればと思います。
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5 佃でも思ぅ咋E どうも！
一

＊ この大震災を通じて、 “ポラン

ティア”がクローズアップされて、

これからのポランティアの方向性

がとっても注目されます。

みんなが気軽に参加できるように

なってほしいと思うし、行政等も

どんどんサポートするべきです。

宇治の社協の今国のポランティア

の取り組みはとっても良かったと

思うし、これからも地域のポラン

ティアを広めていって欲しいです。

社協のスクッフの皆さんお疲れ様

でした。

＊ 震災は、何時我が身に隣り懸か

るかも知れぬので、普段から心掛

けて、非常持ち出し、最低の身の

回りの物をまとめておく。食料品、

水、撚料等最小限の物を取り出し

やすい物匿などを確保。

これだけのことをしたら後は落

ち着いた行動を取りたい。

＊ 数少ないボランティア体験の中

でも、出会いや発見、教えを受け

ることなどがたくさんあって、心

の糧となることを嬉しく慇じてい

ます。

＊ 被災者の方とにかく頑張ってほ

しい。

＊ ポランティアが現地に向かって

活動するのも良いのですが、水も

でない、ガスも出ない所で多勢で

生活するのも大変です。宇治にも

他の地方にもコミュニテイセンタ

ー、集会所、福祉会館等があり、

お風呂のあるところもあります。

仕車を持たれている方は、遠い所

で生活するのは無理でしょ うが、

お年寄り、障害者など顧次被災地

から連れ出し、そう言ったところ

で短期でも生活してもらって、そ

こヘポランティアで、そこの地域

の人にいってもらうと言うことが

できなかったのでしょうか？

そうすればポランティアの方も、

通いでできて楽ですし、衰弱され

るお年寄りもなかったと思います．

周りには医院もいっぱいあるので

すから、せめてライフラインが通

じるまで•••と思います。

＊ 出してあげれる力を、必要とし

てくれる人が居て、 “何やこんな

車でも お役にたてるんか”と自

分自身のことを見直しできて、ポ

ランティアっていうのはやって見

たら、楽しくて、暖かくて良いな

ぁ....

カッコイイことでも、面倒なこと

でも、怖い事でもないんだってこ

とにすぐ気づかされるよ．

-"― 



＊ 土、日 Lか日がないので、なか

なかお手伝いする楓会がなく、や

っばり専業主婦でないとダメなの

かなぁ…・何て思うこともあります

が、マイベースで気長にやって行

きたいと屈います。

＊ ポランティアに対して、自分な

りのしっかりした考えが持てるよ

うになりたいと思う。

＊ 衣類の分類のお手伝いをしたの

ですが、新品や新しいな・ー・と思う

品物もありますが、着古したもの

や、間に合わないと思われるよう

な品物がたくさんありました．幾

ら困っておられると言っても失礼

だなと感じました。 「家に置いて

おくのは邪魔1こなる』感覚で送っ

ている人もあるんじゃないかと感

じられ淋しい気持ちになりました．

＊ 時間の許す限り参加して、皆で

楽しい時が過ごせたら•-·。相手の

喜ばれる顔が索敵で、視野を広め

て行きたい。自分自身がしてもら

うより、させてもらえる健康な体

を使わなくては勿体ない。

＊ これからのボランティア活勁の

在り方として、個々バラバラの形

で行うのではなく、特に今回の大

震災等、広域大規模な援助を必要

とする場合は、組綾的に効率的に

活動できるような制度的な整備が

必要だと思います。

-59-

＊ 救援物資の運搬は、芦厖市の職

員さんの指示にしたがってやって

いました。新聞を見て思ったこと

ですが、 rポランティア活動は、

ボランティア鋼が何をしていった

ら良いかを前もって予知していく

ものだ」の記事を見て、一日だけ

ではニーズを探りに（い物だと思

いました。

＊ 震災をきっかけに、ボランティ

アセンターと言う団体に登録して

のボランティア活動をしました。

今までは知り合いの病院や、近く

の作業所と言う限られた範囲での

活勁だったので、こういうやり方

もあるんだなと思いました。今後

は地元（京都市内在住なので）の

ボランティアゼンターに登録して、

地域での活動を中心に行うつもり

です。

＊ ボンティア講座を受講し、何か

自分にできる事はないかしら、何

かしたいと強（思いスタートライ

ンに立ったばかり、これから多く

の方のお話を聞いたり勉強したり

学んでいきたいと思っています。

＊ 自分の出来る事は積極的に、出

来ない事19熊理をしないようにし

ようと思います。



＊ ボランティア活勁に対して、国、

地方行政はもう少し金銭面で、バ

ックアップが欲しい。 （予算を気

1こしながらの活勁19しに（い）

＊ 今回の震災か起こった時に、テ

レビなどで報道された披災地の様

子などを見ていて『私にできるこ

とはないだろうか」とすぐに考え

ましたが、テレビなどでのポラン

ティアの募集は、 r何か資格のあ

る人でないと駄目なのか」 「どの

様な日程で参加するのかJなどと

言った疑問を抱く物ばかりで、実

際に特に資格のない私が、参加す

るにはどうしたら良いかと言う事

がわかりませんでした。ところが、

このときT度｀そのポランティア

の説明会が宇治社協で行われると

言う事なので参加したところ、す

でに参加しやすいシステムが確立

されていたので、すぐに登録し、

私も微力ながら参加することがで

きました。これもセンターの方々

の迅速な行動のお陰であると感謝

しています。

* rボランティア』の意味を考え

た時、こうでなくてはとか、つい

蓑しく考えてしまいがちだったと

思うのですが、 （自分でも生活の

中で）、私達は毎E老いた両親を

見ていて、これも顧送りのボラン

ティアなんだ、自分に対して嬉し

い事、楽しい車、相手もやっばり

喜んでくれる、いっしょになって

いたみのわかる『ポランティア」

でありたいと思う。

＊ 皆さん、懇命にがんばってらっ

しゃるので、自分を反省するばか

りです。余りお力になれなかった

ので、本当に申し訳ない気持ちで

いっぱいです。

＊ 今回、神戸に御一緒差せていた

だいた方々と、近しくいろいろお

話する事が出来、良い出会いを持

てました。

地域の方々が、特別なことをする

のでなく、自分の出来る範囲での

協力という、ポランティア活動に

参加してほしいです。

＊ 今回の大震災は、私達の想像を

絶したので、すべて後手後手と巨l

った。 r関西は大埴震は来ないJ

の神話が崩れた事で、今後行政的

に、災害に強い町つくりをやって

ほしい。今回は、ポランティアは、

良い体験ができた。

-0,-



＊ ポランティアを行う側にも、受

ける側にも守らなければならない

ルールがあると恩います。両方の

立湯に立った時、最も良く分かる

のかも知れません。ボランティア

ということが、特別なものでなく、

ご（当たり 99の事ととらえられる

ようになれば•••と思います。

＊ ボランティアを必要とする人が、

マンネ，)化せずに、自活力をつけ

てほしい。 （際害を持つ人は別と

して）

* 5月7日襄生、 72歳の老骨にム

チ打って頑張っています。

率先するのは、遠慮罷ちですが、

時と場合によっては、全力投球で
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初めて芦屋市の共同作業所「なかよしクラブハウス」を取材に訪

れたのは、震災からまだ間もない 2月初めのこと。グチャっと天井

と床がくっついた「家」の前に、川崎先生とペコちゃんがいた。そ

の横に「これから何をしたらいいの」と、独り言をずっと言い続け

る高橋君がいて、 2人がそっと見守っていた。

それから 3ヶ月。みんなに会いにいくと、元気になった19間たち

が笑頗で迎えてくれた。新しい「家」にもすっかり慣れ、一歩また

一歩と日常を取り戻しているようで安心した。

確かに、地震は作業所の建物を全壊させるほどの凄い力だった。

でも、 「なかよし」のみんなの絆はびくともしなかった。それどこ

ろか、震災を概に新しい仲間たちとの交流が芽生えたという。そう、

宇治市のみなさんとの輪。宇治市と芦屋市は地理的には決して近く

はない。しかし、互いを思いやるここで、心の距離はいくらだって

近くなれる。

「人闊っていいなあ」。阪神大震災という惨状のなかで見せた、

みなさんの交流という芽を大地に根付かせて下さい。

京都新聞社社会部・塚本 宏

_＿●＿＿――――――― 
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0支扱センターに寄せられた各団体の活勁状況•

字治商ししとり暮らし老人R会

m<-年3月19

此浚町長 ，Iヽ 久俣正虚様一

あま，)にも突然｀の蛇晨哭客1ご林漢ざれt， 距楳,,,よ

心がらお見舜 E申しあIt‘'ます， 我在芋踪Iこは約1300人

の独届老人ふ展9まして、そのうち 4,0人が咳ゞ紐織Lぷ互レ9

！滋辺し合って幕らして古ります．文也要祀住直俊ょ9戦知
吋な想ぃ起し、含房℃奉0ように瓜じながらも，私共 1二 1よ

すぐ力‘Itつけてお祁云ぃす9ここも出采す＂やがもみしてお')

ます． 9月19Blこ同差的記華を言をみました。 その後

マスコミ奇虚 1こよれ 1よ，.，乏9 炎害が高令者 1' 芝 Iょ•'す

影響1よ日毎に増大いたしております． 択氾て＂ lょ幸レ＼

素和対応 I'ぶつて全月か l可もなべ仮設住宅 1こ於ら

加恥ておりますが，今釦釦考えますと、ひ砂紅

祓丸高 令者世応加 1,1,ケャー 1寸票ふ住宅が｀

とうしてか炊和‘'と恩ぃます． 固封いたLましたお冷ヽ

1 まほん少しですが＇冷尉 I司で•屎のま L た， 底じ＇境邁 1こ

ぁ9和 0将束の生幸←jJ¢にあ用りいただけれ1t’̀

幸です． 癖サンテ汗炉紐，西小ふルベ'-コラス，料疸孜竪

の坪も登厨し1くだ迂いましt，.
1,月9這註したか“ざ苦労はまだまr，てれがらも純まます

お‘4本には勺切れもあ長むフけてお仕事を9れますよ）k

，，,莉りいたしてお lばす。

年 討5ひとり幕友，人遠ヽ々長告田たけ
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震災サポークー

籍，三室Fふぉみ')- より

ヽ1 7日の旭霰の日、朝からずっとデレビの前を磁れられませんでした。これ

までにない程の被害の大きさに何かできないかと思い、とりあえず翌日に器援

金と毛布を郵便局から送りました．

2 ~ 3日後、知り合いの教師と話をしているなかで、 『うちの高校の生徒会

で何か取り絲めないか」とその人が言いますので「高校生が躾援金を集めると

いっても限界がある。高校生にしかないものと言ったら時間と行動力だから、

人梅戦術しすふ伝初資築めをしたらとうか」と話しました．そして、 『よく考え

たらそれなら個人でもできるのではないか』と翠いたったわけです。さつそく

ビラを刷って近所にまぎました。その翌日から協力するとの雷話が何件もあり、

人が人を呼んで《霰災サポーター 宇治・三室戸ふぁみり一》ができたのです．

正筐に言いますと、私自身191月末に集まった物資を、 2月に仮設住宅が出

来たらそこに居けて終わりという気持ちでいたのです．しかし、現地を肪れて、

被害のあま hに中心どいことに驚いだメン9,＿らの「まだまだ困ってる人がい

る．また行きましょう」の声に引っ張られてここまできました．わたしが明星

町に越してきたのは＿昨年で、ほとんど近所とのつながりはなかったため、令

回のメンパーもこの活動で初めて顛を合せた人たちばかりでしたが、本当に入

が集まって何かをやろうとしたときのエネルギーの大きさに惑動しました．

この活動を通して多くの人たちと出会いました。誰もが＇この讚災の報に接

して、何か手助けをしたいという気持ちはあったが、何をすればいいのかがわ

からなかったJとおっしゃってました．この活動を通して「個人の集まりもこ

れだけのことができ；；」ということ＃示せたことはとても大きなことだったと

思います。今後、このような災害が二度と起きないことを祈っていますが、も

しまた不幸にしてどこかで災害が起きたとき、私たちの今回の経験がきっと生

きるという思いで、この「まとめ」を作っています．

1 9 9 5年 8 月 村酉茫良

亭P・9i心9
宅凡・便、 ご

炉炉

三＠
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•絨災t包から''良'} • 

拝啓 啓蟄を迎え、自然界は着実に誉がめぐってきました。やわらかな

隔光をうけてムスカリが芽をもちあげ．梅の香りに誘われるように

鶯が春一番を告げようと喉をころがす須磨の山星です。

阪神大震災からーか月余りが過ぎました。ドドーンと地底を謡るがす

音とともに何か大変な事が起きたのだとしか思えない午前5時45分

でした．家はミキサーにかけられたようにうなりながら私たちを恐怖の

どん底へ突き落としました．立つ事もできずに、ただ家族の名を呼び

焦事を確認することしかできませんでした．一瞬、死が監裏をかすめ

ました．気がついたときには、周囲のものは倒れ、中味が飛び出し壊れ

難破船のようでした。空は、イラク油田の爆発時のように異様1こ黒く

世紀末を思わせる不気味な不安を捨かせました・テレビが哄らず．地震

だと思いながらも、それ以上の事態が起きているという想像をするしか

なく、携帯ラジオでやっと震災の全容を知る事ができました。

ドドーンと地底が嗚動し、余震が続き、足の震えや体がワナワナする

のを止めることが暫くできない状態でした，幸い建物に損偏はなかった

のですが、とにかく足の踏み楊もない部屋のかたづけが、その日の昼賓

まで続き、そのうち断水が追い討ちをかけてきました．

歯も顔も洗えない日が5日間続き．食べることにも興味がなくなり、

呆然と日が過ぎていきました。水のない生活の苦しみ（‘午後の紅茶'

の缶を食後に 1=程度欽むだけ•••水洗トイレの状態を保っため、できる

だけ欽食せずに浚ぐ）は、あまりにも惨めでした．食器額はラップで

匿って食ぺ物をのせ、ままごとのような食生活を余儀なくされました。

断水後3日目、もう 9月日まで水がもたないと暗い気持ちになっていた時

突然、岡山の友人がワゴン車に水を入れたポ・リ9カを積み、おにぎりを

持ち救援に来てくれました。玄閲先に立つ、その姿に嬉しさで仏様を

見る想いで心の中で手をあわせました。そして，さらに 2日後、枚方の

友人が電車を乗り継ぎ、山を 3時間歩き、ペットポトルを段ポール箱1こ

詰め、 トイレットペーパーやティッシュペーパーを積み、キャスクーを

ひいて来てくれました．

-e,-



京都の友人からは、これまた、ワゴン車でお風呂の水と食料をお運び

頂くなど、友惰の熟い想いに胸をつまらせどうしでした。

こうした友人たちのご親切は子どもたちの心にも深く深く刻みこまれた

ようです。この上ない心の饉り物でした．そして、 9ムたちを日々、励ま

していただいた遠方からのお電話の数々、心からお礼申し上げます。

永い問、テレビを見ることも、新聞を節むことも嫌な日が、続いて

いましたが、今こうして筆をとる元気も出て、仕事にも気が入るように

なりました。ライフラインも全て復lEし、生活面は何不自由なく順訊

ですが．交通機関の全面復18"8月末まで翌めず、陸の孤島です。

子どもたち 2人は三宮まで被災地の＃を歩きながら通勤していますが▼

私は大阪への経路が 3時間を要す状態です。

一つ嬉しいことは、神戸の被災屯に見た被災者の団結と頑張り、

全国の若者ポランテイアの素晴らしい力は、次の時代を信じさせて

くれるに十分なものを私たちに与えてくれました。白がよく似合う

神戸に移り住み（まさか活断層の上とは夢々知らずに） 12年、この

街が再び不死鳥の如く蘇ることを念じて、復興への長い道程を辛抱強く

頑張ります。

皆様から頂戴した心の謄り物を我が家の大切な宝として忘れること

なく社会に還元して参る所存でございます。

余震の起こる確率は本黍後 2カ月以内といわれます． 「帽えあれば

憂いなし」は器度 6には通月しません。気を綬めることなく生活を

続けます。

皆様には、季節の移り目、ご健康にご留意されますように。

敬具

1995年3月6日

-rn-

猪俣 寛彦
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ーあせらずに つなごう・人•もの•ここか今できることから一

弄璽力内零

①ボランティアの情覗収集（●●をおよせください）

②ポランティア活動情轄ボード：会館 1Fに設置）にてポランティ

ア活動を挺示

③ボランティア派遣のコーディネート

④個々のボランディアの●装、対応

＂ネ臼書炎日

毎週火と金畷日午 前10時～午後8時

（支援センクーの事務局が宮駐しています）

この日以外は社協が窓口になります

m亨函更

合

字治市総合福祉会館"

宇治市社会福祉協議会

宇治ポランティア活動センター内 阪神大震災支援センター

口07 7 4-2 4 -4 4 4 5 （直逓）

云 on<-22-5650 （社協）

薗 07 7 4 -2 2 -5 6 5 4 

,v「ポランティアをしたい 」 方 へ 奮 加 の 方 法

ここからポランティア活●は姶まっていま，す 9

①各●来鑢の上 槙彙

ポランティア情帽ポードより舌●可能なポランティアを凛択． 
I②支楓センターヘのボ9ンティア… I． 
| •支擾センターヘ活●●し込み I ＊火・金曜日以外は社協の窓口に

● 提出してください 9

| R支覆センターで璽菫・紹介 I ●紹介は申込み当日又は後日連絡。

↓ 

|@寒...，二酒田

｀ 
＊できる阻り事務局まで轄告書を持 9 てきてくださいネ！

-?3-



v碑蕊 1こつ Cヽて

①ポランティア保険 (30 0 円• 95/3末まで有効）

活勁が決まった方については、社協負担で加入します。

②阪神大霞災緊急支菱活勁保験（保険料については別紙）

希望の方は申込みください。手続きは前日までに社協で行います。邸
VI遷 臼 諏上の 5主演一ヱi

①登録をしていただいても、現地の状況によって、活蜀までに待機が

必要になることもあります、9

②ポランティア活動の変更があるかもしれませんので、各自来館の上

情輯の収集に努めてください．

R活動上、困ったこと・相談したいことがあれば気軽にご相緊くださ

'‘・

V99環碑でと 9舌重力上 C 坦ミ拿疇い真

①自分の行動に賓任をもってください。

・体閾を整えて活動に参加してください。

•活動にあたっての、交通賓・食事・飲み水は各自負担です。

持ち物として、軍手・帽子・ホッカロンなどがあると便利です。

②現地の状況によって活動内容が変更することがあります。

現地では、現地の方の指示に従ってください。

令一ら—+—°—←ら＿令-e-令一ぷ令ー巴吟ー←今_,_・令-,-令ヽ々一令一ゞ-+

”う’／ティアヘoa，とスペース ーサnンを負サltーり
活動の後に、今私たちが生活している中での気持ちとずいぶん差が生じ

る場合もあります。そのために活動の状況や感じたことなどを気軽にお

しゃべりでき、個人の体験を共有できる場が大切だと思っています。自

分の気持ちを碑認する場としてご利用ください。また、細くても長い活

動になります。次に活動されるか方に情輯を提供ください！

-94 -
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一

5 祁遁的質求'a
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0. 砂 4也の条砂オィア

I
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ぅ討述要詳紐

問99合わせ•連蛉先

鸞
狂沖久沼寮虔 1象セ：ター
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曼 付カ

＂ 
NO• 

月日

氏 名 （ふりがむ） 性別 男 女

生 年 月 日 年 月 日生 才 血液型

住 所

TEL•FAX 

活動希望
＜苛属団沐＞

日時・曜日

く戦 ＞ 

資格•特技

たとえば

＊ 障害児・者の介肋

どのような活動が ＊ 際害児・者のレクリェーション（紙芝居等）

可能ですか？ ＊ 炊き出し（柑13遠I涼・当 B)

＊ 救援物資の仕分け、配布

（可能なものに ＊ 義援金

〇印をつけて ＊ その他（あなたの出来ることを記入して下さい）

下さい。）

保険について ボランティア保険加入日 月 日

震 災 保険加入 El 月 日

阪神大震災支漫センター

-,6-
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t I i 活位〖角カード HI
包f'き39941

もて出してね

記入日 年 月

日

氏 名

住 所

て『

行 先 宇治発 ： 

現場首 ： 

活動B 年 月 日（ ） 

蒔 分～ 時 分

活勁内容

感
想 ャればても目か：じ＇う¥.

引統

交通事情を詳しく書いてください

阪神大震災支 援センター

-,S-



阪神大震災支援センターニュース 1995 • 3 • 7 

拉雑針iiりa合
名“！ぅンれ7因＇tン9-

'̀X9"＇tン9-

難大覆災支援セソター 2/1 0より 活薗麒！
復興に取り組む、禎災地の皆さんを応擾したいとポランティアの参加

を得て取り組みを始めました。まず•II金の協力依頼をかわきりに、ポ
ランティアの説明会を 2月 10日午前と夜2回行い、 15 0名の参加が

ありました。環在、新聞報道や対策本郎からのポランティア募集の再讀

査と広襲、活動に参加したい人の相該と調整活動を行っています。活動

に参加した方から、アイデアや斬たな情糧、感想が雇けられています。

一人一人の賣任ある活動だからこそ、広がリ、創遭性がある活動にな

っています。このような活動を継絞し、サポートでき、往来の豊かな柔

軟性のある支擾センターをめざして活動をすすめていきます。筐榛のご

肋言、こ協力をよろしくお願い致します。 てにG

9

4

 

阪神大震災支援瑣材色会

9¥―プ己クペ
一一---_ --—仁寄

己：：：三ごん＼
（傾 6II40り）

会 場 宇治市生涯学習センター

参加料 ツ^ V V 9 ● 

`―”-

ーば、佐替ーが元ん／4-

3.11 1 6 B (＊） 
●午邊g,.1 5分～ 10,. 

（ハーブのタベ浪襄金1を7級）
●亭冷市綸合11祉傘鑢3F

活動1こ雀加された方から体験績をきき

情で交誡で8る金1こしたいとJ1lい宣す．

一人でも多くの方の活動体験を書かせて

ください．今級の店動の1111こしたいと瓜

い宣す．東た、 a災の活動に員珠のある

力も伐＂にご参 /IIください．

ぉ持ちしております I

信》
—•BO— 



阪神淡路大震災の禎災者支擾に行政として滲加して

蒻府宇治訪振興局府民福祉課課長 瀬戸野義雄

2月別日から27日まで灘区役所のり災証明業務の応援に行ってきました。行政の対
応を当初から指摘されていましたが、臨機に行動する事の離しさを身を持って感じま

澁；ーナーと称する「り災証明」の苦情うけたまわり所に2日間詰め、 2日間は区
役所で郵送分のり災証明の処理にあたりました。

そのなかで、いかに申出者の気持ちを掴む事が大切かを、日頃の福祉の業務以上に
感じました。申出の内容を聞くなかで相手の気持ちを受け止め、事務の処理に終わる
だけでなく安心を与え、そのなかで信頼を繋ぎとめることか。頑張ってみました。

こうした震災の業務に関わるなかで感じた事は、ポランティア精神の大切さでした。
みずから進んで業務を担当しているという姿勢が、相手の激励になり、ゴクロー様と
言う言葉を相手から頂くことがありました。

今後とも宇治市社会福祉協議会の支援センターに結集しておられるポランティアの
皆様に敬意を表するとともに、今後のご活躍を期待しています。

・←底• - ”0-mと紅四→tユ ― と臼つ• - -a 
阪神大震災支援センターの活動に期待する

阪神大震災宇治市救援刈策本部本部長 浦田和男

宇治市社会福祉協議会・阪神大震災支援センターのご活躍に心から敬意を表します。
今回の大贔災に対し宇治市として現地自治体と連絡をとり救援支援の取姐みを進め

・ているところですが、今後、現地・被災者支援については長期的な取組みが必要であ
り、その対策が要求されております。同峙に本市の防災対策についても誤りなさよう
強化・見直しを計ろうとしているところです。

この大震災の救援支援活動については、宇治市におきましても、かってない規模で
裟援金や義援物資が寄せられ、数多くの団体や市民がポランティアとして現地の救援
支援に駆け付けられている姿を見る峙、行政としての責任の大きさを感じている次第
であります。

このような中で宇治市社会福祉協議会・宇治ポランティナ活動センターが阪神大震
災支援センターを設置され被災現地と連紀を取りあう中で震災支援にかかわるポラン
ティア活動の調整を進め、炊き出しをはじめ様々な救援支援活動を推めておられるこ
とは非常に心強さを感じますと共に被災市民の立場に立った市民相互間の繋がり、連
帯がさらに大きくなるよう期待し、今後の活動のより一層の前進をお祈りします。

? -ヽ:

¥・-. 

一
住吉中学校での活動に参加した

lll2B参加の小南進さん、杉本一久さん、山口昌保さん、 2ll3BX2回参加の山北勝則さん

-81-
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う舌

l,;)2月19日（金）芦屋南面等学校

9活動内容）救援物炎の搬入｀仕分け

《感想）倒れたり、折れまがった家屋を

見て、今更ながら地震の恐ろしさを

駆じた。高校では若い方がテキバキ

と働いておられるのを見て頼もし（

鉗しく思った。長野県や愛知県から

手伝いにきている方ともお話しした。

仕分けされた物賓が、必要なときに

必要な方々へ届けられるよう、祈る

思いだった。一日も早く元どおりの

生活ができる串を願います

(S • S) 

o g  

1,12月26日（日）芦屋南病等学校

合同慰笠祭が行われた日

《活動内容）合同慰露祭が午後 1時から

行われるために、式場に迅じる通路の

整備、そして参列者の式瑞への案内。

《感想）午前中は土を運んだり体を動か

したりして、寒さも感じず仕事をした

と言う感じで、皆で「よかったねJと

話ししていました．

私たちもお参りさせて頂き、 4時ごろ

帰途につきました。

いろいるなこと甘と一祐にさせてくだ

さい。 (E. N) 

C

0

1
。1

区2月230（木）芦屋市春日町集会所

炊き出し

9活動内容）炊き出しの手伝い

（感想）小学生の子供達が手伝ってくれ

ました。みんな元気なので良かったデス。

「やはりテレピの世界とは違うな」と実

感しました。また手伝いに行けたら良い

なと思います。 (N • S) 

g a  

会

渭

合

暉

る

連

”

け

会

汀

届

も

郎

を

ど

＂
品
子

炉

用

県
学

屁

）

、

兵

火

ゃ

）

（

ち

容

H
も

内

28
お

勁

月

倖
2
 

正Q
1
0
,
0
0

。1
Q
 

「おもちゃステーション」の取紐で

避難所におもちゃ、学用品を届けろ。

9感想）悲像以上の悲惨さで言栞もありま

せん。子供達が明る＜していてくれた

ので、ホッとしました．おもちゃ類は

配るだけなく一999こ迎んであげる方が

喜んでもらえると思います．

斌湯の仲間と少し本とおもちゃを持っ

て、現埴に行く予定です。 (T • I) 
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朧阪神大笈災支援センター活動報告蘊 2月 11日～ 3月 5日現在

•活動希望者数（寧録者） 1 2 5 人

0活動要請件幽 4 4 9牛

0キm•笈イ牛幽 3 5 <牛

（それぞれの対応件数9こついては整理中）

・活動者蠍 1 3 7 名

・芦屋南凸投物査仕分け 58名 ・住吉中学校避難所 16名

•神戸市市民交流センター物資仕分け 4名

・芦屋市春日柔会場炊き出し(9H,9o:4 4名

・デ治市へ避魏者弓lっ越しの手伝い 4名

0芦塵市避難所炊き出し活動団体 9団体

・話し相手 4名

・神戸市須磨区おもちゃ配娃 7名

・字治ポランティア活動センター (2/23, 3/1 8. 3/2 3) 

•西小倉地区社会梧祉協●会 (2/'5) •三室戸学区福祉委員会 (3/3)

•伊努田学区福祉委貝会 (3/1 2: 
・大久保学区福祉委貝会 (3/15: 

・揖品学区掃祉委貝会 (3/)3)

・笠取学区福祉委貝会 (3/25)

〇ありがとうご ざ い ま し た 令

＊支援センクー活勁を円滑にすすめてい（ために、現態に調査へでかけました。その際地理

誤党もない私たちに被災者である速見さん、寺本さんにご協力をしていただきました。

＊炊き出しのために、 （株）四山製桓様よりうどん用谷器とわりはし 10 0 0組、寺女向9占

様よりブロパンの寄隈がありました。

〇炊き出し用の物資寄隣のご●力をよろしくお願い致します。◇

く事務●＞ 9611 宇治市宇治琵琶45 字治市総合福祉会館内 3 F 

寧急綾言

「あせらず つなげよう

人•もの・心

今 できろことから・・・」

と、 2月10日から活勁を開始した阪神大塁災センターも 1カ月。

被災地で、字治で多くの人たちの支援の輪が広がり、ポランティア活勁を通

して被災地ばかりでなく、宇治でもなにかが勁き出していると感じる 1カ月

でした。後から後から押し寄せてくる、持て余すほどの鋒涯を砲えて、必死

で頑張っている被災地からの声に、常に耳を傾けながらあらためて rできる

ことから・ • • 1」と、 2カ月目のスクートです。

現在もボランチィア募集を行っております．

センターが「出会いと共感の巾からなにかが生まれていく』そんな湯であり

たいとスタッフー同顛っています。持さん！ 1待ってま～～す！
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...傘綾言

♦大室災より 6 ヶ月の月日が流れました。現在も復興 1こむけて、多く

の課顕が山積みされる中、新たな「まちづくり」が模索され進められ

ています。私たちの多くの活動から得たものを大切にしていきたいと

思っています。私たちでできる活和を今後も続けていきたいと考えて

います。

♦人と人との繋りの索睛らしさを、当たり前のこととして新らためて

感じた活動でした。この繋りをもーともっと大きな輪1こしていきたい

と思います。

令成文社様には大変お世話になりました．ありがとうございました。

♦連絡先

墨 61 1 字治市宇治琵琶 45 宇治市総合福祉会館

宇治市社会福祉協議会内 宇治ポランティア活勁センター

ff0774-22-5550 IJI0774-22-5654 

阪神・淡路大震災活動記録
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